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概要

ITサービス管理 (ITSM) アダプターは、Citrix UniversalまたはPlatformライセンスで利用できる
Citrix Cloudサービスです。これにより、ServiceNowの機能をCitrix環境に拡張できます。このサー
ビスを使用すると、ITチームとエンドユーザーは、Citrix Virtual Apps and DesktopsをServiceNow

から直接配信および管理できます。

このドキュメントでは、ServiceNowのワークフロー（ITSMワークフローとも呼ばれます）を使用
して、Citrix Virtual Apps and Desktops™を配信、管理、監視する方法について説明します。

ITSMアーキテクチャ(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/itsm_arch.png)

図に示すように、このサービスは、Citrix DaaSおよびCitrix Virtual Apps and Desktops™のオンプ
レミスサイトをServiceNowに接続します。ServiceNowにCitrix ITSM Connectorプラグインをイン
ストールする必要があります。

このプラグインは、以下のCitrix Virtual Apps and Desktops固有のコンポーネントをServiceNowに
追加します。

デフォルトのITSMワークフロー。 ITヘルプデスクとエンドユーザーは、これらを使用して
Citrix Virtual Apps and Desktopsを要求および管理します。

カスタムアクティビティとテーブル。 開発者は、これらを使用してCitrix Virtual Apps and 

Desktops用のITSMワークフローを作成します。詳細については、Citrix ITSM開発者向けド
キュメントを参照してください。

https://www.citrix.com/platform/citrix-app-and-desktop-virtualization/feature-matrix.html
https://developer.cloud.com/citrixworkspace/citrix-itsm-adapter-service/docs/overview
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新機能

Citrixの目標は、Citrix ITSM Adapterサービスのお客様が利用可能になった時点で、新機能と製品
アップデートを提供することです。新しいリリースはより多くの価値を提供するため、アップデー
トを遅らせる理由はありません。Citrix ITSM Adapterサービスへのローリングアップデートは、約
3か月ごとにリリースされます。

Citrix ITSM Adapterサービスの更新には、次の2つの部分が含まれます。

Citrix Cloudでのサービスの更新。このプロセスはお客様には透過的です。最初の更新はCitrix

の内部サイトにのみ適用され、その後、段階的に顧客環境に適用されます。更新を段階的に波
状に提供することで、製品の品質を確保し、可用性を最大化するのに役立ちます。

ServiceNowインスタンス上のCitrix ITSM Connectorプラグインを最新バージョンにアップグ
レードします。詳細については、アップグレードを参照してください。

2026年5月
ServiceNow Australiaのサポート。 Citrix ITSM Adapterサービスは、ServiceNow Australiaリリー
スをサポートするようになり、エンタープライズ環境との互換性が拡大されます。

バグ修正とパフォーマンスの改善。 このリリースには、システムの信頼性、スケーラビリティ、
応答時間を向上させるためのさまざまなバグ修正とパフォーマンスの改善が含まれています。

2026年3月
オンプレミスサイト管理のための最小特権アクセス。 管理のためにオンプレミスサイトをITSM 

Adapterサービスに追加する際、Full Administratorロールの代わりに、Help Desk Administrator

ロールを持つ専用アカウントを使用できるようになりました。この機能強化は最小特権の原則に
従っており、限られた権限（ユーザーセッションのリセットなど）のみが必要な場合に適していま
す。

この機能には、Citrix Cloud Connectorバージョン 6.148.* 以降が必要です。詳細については、ス
テップ4: (オプション) オンプレミスサイトを管理のためにCitrix Cloudに追加するを参照してくだ
さい。
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2026年1月
Citrix MonitorからServiceNowへのアラート同期。 以前は、Citrix DaaSアラートポリシーによっ
て生成されたアラートのうち、ServiceNowに同期されるものをServiceNowからのみ制御できまし
た。現在は、Citrix Monitorから直接これを構成できます。詳細については、アラートポリシーのカ
スタマイズを参照してください。

2025年10月
ServiceNow Zurichのサポート。 Citrix ITSM Adapterサービスは、ServiceNow Zurichリリースを
サポートするようになり、エンタープライズ環境との互換性が拡大されます。

Citrix Principal Secretの自動更新。 Citrix Principal Secretの検証ステータスを確認し、自動更新
を有効にできるようになりました。この機能により、期限切れの資格情報によって引き起こされ
るサービスの中断を防ぐことができます。

Studioダッシュボードでのデリバリーグループのメンテナンスステータス。 ServiceNow Studio

ダッシュボードのDelivery Groupsタブに、同期されたメンテナンスステータスが表示されるよう
になり、グループの可用性がより明確にわかるようになりました。

Get Machines アクションの機能強化。 Get Machines アクションで新しい isAssigned  フィル
ターが利用可能になり、未割り当て (空き) マシンをすばやく識別して取得できるようになりまし
た。

2025年4月
Yokohamaプラットフォームのサポート。 Citrix ITSM Adapterサービスは、ServiceNowの
Yokohamaバージョンをサポートするようになりました。

ServiceNow Event Managementとの統合。 Citrixのアラートと通知をServiceNow Event 

Managementプラットフォームに転送するポリシーを構成できるようになりました。この統合によ
り、ServiceNowを介した自動インシデント対応が可能になります。

注：

転送されたイベントを処理するには、ServiceNowでイベントルールを手動で構成してくださ
い。

エラー処理の改善。 サービスは、問題をより効率的にトラブルシューティングするのに役立つ、
より詳細なエラーコードを提供するようになりました。
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バグ修正とパフォーマンスの改善。 このリリースには、システムの信頼性、スケーラビリティ、
応答時間を向上させるためのさまざまなバグ修正とパフォーマンス強化が含まれています。

2025年1月
Citrix Cloud Japan で Citrix ITSM Adapter for ServiceNow サービスが利用可能に。 Citrix ITSM 

Adapter for ServiceNow サービスが Citrix Cloud Japan で利用可能になりました。これにより、日
本のユーザーは ServiceNow を Citrix DaaS および Citrix Virtual Apps and Desktops と統合し、IT 

サービスを自動化し、ServiceNow から Citrix 環境を監視できるようになります。詳細について
は、「はじめに」を参照してください。

サービスプリンシパルによる Citrix Cloud 認証の強化。 ITSM コネクタプラグインは、Citrix 

Cloud 認証にサービスプリンシパルを使用できるようになり、自動化シナリオのセキュリティが強
化されました。移行期間中は、セキュアクライアントとサービスプリンシパルの両方のオプショ
ンが UI で利用可能であり、よりセキュアなサービスプリンシパル方式への移行中に柔軟性を提供
します。詳細については、「Citrix ITSM Connector プラグインの構成」を参照してください。

Citrix Cloud Identityサービスを介したAD操作の有効化のサポート。 リソースマネージャーは、
アプリケーションまたはデスクトップを使用する権限を持つActive Directory (AD) グループにユー
ザーを追加することで、アプリケーションまたはデスクトップをユーザーに割り当てることがで
きます。以前は、AD操作を有効にするには、ServiceNowでActive Directory Automationソ
リューションをアクティブ化する必要がありました。

現在、ITSM 管理者は、Citrix Cloud Identity サービスを介して AD 操作を有効にすることで、この
プロセスを簡素化できます。この方法では、必要な権限を持つ AD ユーザー資格情報のペアを構成
するだけで済み、ServiceNow での複雑な構成は不要になります。

詳細については、「ITSM を介した AD 操作の有効化」を参照してください。

デスクトップスケーリングのワークフロー。 新しいワークフロー「Citrix Virtual Desktops のス
ケーリング」により、IT ヘルプデスクとエンドユーザーは、ワークロードのニーズに基づいてデ
スクトップスケーリングを要求できるようになりました。リソース管理者が要求を承認すると、
それらのデスクトップをホストする VM は、指定された期間に指定された VM サイズにサイズ変
更されます。デスクトップのサイズ変更は、VM のサイズ変更が有効になっている MCS プロビ
ジョニング済み VM でのみ利用可能です。詳細については、「VM のサイズ変更を有効にする」、
「ユーザーのデスクトップスケーリングを要求する」、「デスクトップスケーリングを要求す
る」、および「デスクトップスケーリングの要求を承認する」を参照してください。
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ITSM Adapter サービス向けの統合プラットフォームエクスペリエンス。 Citrix Cloud プラット
フォーム全体で統合されたナビゲーションエクスペリエンスへの移行の一環として、ITSM 

Adapter サービスが DaaS サービスパッケージに統合されました。

ITSM Adapter サービスにアクセスするには、DaaS 管理コンソールに入り、ナビゲーションペイ
ンを下にスクロールして、ITSM Adapter を選択します。

ヒント:

すばやくアクセスするには、メニューにカーソルを合わせ、ナビゲーションペイン上部の
「PINNED」セクションにピン留めします。

2024 年 8 月
Web Studio 統合のための ITSM Adapter サービス UI のリファクタリング。 将来の Web Studio 

との統合に備えて、Citrix ITSM Adapter サービス UI をリファクタリングしました。上部のバーメ
ニューは、左側のナビゲーションペインに移動されました。

ServiceNow Orchestration プラグインへの依存関係の削除。 Citrix ITSM Adapter サービスプラ
グインは、ワークフロー自動化のために ServiceNow Flow Designer を利用するようになり、有料
の ServiceNow Orchestration プラグインの必要がなくなりました。この更新により、コストが削
減され、サービス設定が簡素化され、より効率的なユーザーエクスペリエンスが実現します。
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2024 年 5 月
オンプレミスサイト集約の簡素化。 以前は、管理のためにオンプレミスサイトを ITSM Adapter 

サービスに追加するには、Citrix Workspace を介して Citrix Cloud に追加する必要がありました。
新しいアクション「サイトの追加」を使用して、ITSM Adapter サービスの「管理」ページから直
接実行できるようになりました。この機能により、異なるプラットフォーム間を切り替える必要
がなくなり、オンプレミスサイトの集約がより効率的になります。詳細については、「ステップ 4: 

(オプション) オンプレミスサイトを Citrix Cloud に追加して管理する」を参照してください。

2024 年 3 月
Citrix メンテナンスウィンドウ設定の導入。 設定メニュー「Citrix メンテナンスウィンドウ」を
使用すると、Citrix サービスのメンテナンスウィンドウを構成できるようになりました。アラート
と通知のインシデントを作成する前に、ITSM Adapter サービスは、顧客がアクティブなメンテナ
ンスウィンドウ内にあるかどうかを確認するようになりました。この機能により、スケジュール
されたメンテナンス中にインシデントが生成されることがなくなり、不要な中断が減り、運用が
スムーズに継続されます。詳細については、「Citrix メンテナンスウィンドウの構成」を参照して
ください。

アラートと通知設定専用セクション。 左側のナビゲーションメニューに専用の「アラートと通知
設定」セクションを導入することで、設定構造を改善しました。このセクションでは、Citrix のア
ラートと通知に関連するポリシーを一元的に管理できます。

CVADアラートポリシー

Citrix Cloud通知ポリシー

Citrix Cloudヘルスインシデントポリシー

ADMイベントポリシー

Citrixメンテナンスウィンドウ

CVADアラートポリシーの整理を改善しました。 このたび、CVADアラートポリシーのユーザーイ
ンターフェイスを大幅に強化しました。これらのポリシーは、管理を容易にし、視認性を高める
ために、ターゲットの種類別にグループ化されるようになりました。

ServiceNow Washington DCバージョンをサポート。 このバージョンから、Citrix ITSM 

ConnectorプラグインはServiceNow Washington DCバージョンで実行できるようになりました。
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2023年10月
ServiceNowサービスアカウントを使用してCitrix CloudをServiceNowインスタンスに登録。 新
しいオプションにより、ServiceNowユーザーアカウントの代わりにServiceNowサービスアカウン
トを使用して、Citrix CloudをServiceNowインスタンスに登録できるようになりました。詳細につ
いては、「ステップ3：Citrix CloudをServiceNowインスタンスに登録する」を参照してくださ
い。

ServiceNow OAuth再認証の合理化。 以前は、ServiceNow OAuthエンドポイントの資格情報を更
新するには、Citrix CloudをServiceNowインスタンスから登録解除し、再度登録する必要がありま
した。新しいアクションである再認証の導入により、このタスクを1つのステップで実行できるよ
うになりました。これを行うには、ServiceNowインスタンスレコードの省略記号をクリックし、
再認証を選択して、新しい資格情報を入力します。

ServiceNowインスタンスの命名をサポート。 ITSM Adapter ServiceコンソールでServiceNowイ
ンスタンスを登録または管理する際に、より意味のある説明的な名前を割り当てることができる
ようになりました。この改善により、全体的な管理エクスペリエンスが向上します。詳細について
は、「ステップ3：Citrix CloudをServiceNowインスタンスに登録する」を参照してください。

ServiceNow Flow Designerのサポート。 ServiceNowのローコードワークフロー設計ツールであ
るFlow Designerをサポートするために、Citrixアプリケーションおよびデスクトップ用のカスタ
ムアクションを多数提供しました。これらのアクションを使用すると、Flow Designerを使用して
Citrixアプリおよびデスクトップのワークフローを作成できます。詳細については、開発者ガイド
を参照してください。

2023年7月
ServiceNowインスタンス登録プロセスの改善。 IT Service Management Adapter > 管理ページ
で、Citrix CloudにアクセスできるすべてのServiceNowインスタンスの包括的なビューが提供され
るようになりました。インスタンスを簡単に選択または切り替えることができ、シームレスな登録
エクスペリエンスが保証されます。詳細については、「ステップ3：Citrix CloudをServiceNowイン
スタンスに登録する」を参照してください。

インスタンスリストを使用すると、Citrix Cloudの登録ステータスを監視し、各インスタンスから
のAPI呼び出しの最新処理時間を追跡することもできます。この情報は、CitrixとServiceNow間の
接続全体の健全性に関する洞察を提供します。

パラメーターサポート: マシンでPowerShellを実行カスタムアクティビティ。 この機能強化によ
り、PowerShellスクリプトでパラメーターを使用し、JSON文字列を使用してパラメーター値を渡

https://www.servicenow.com/community/in-other-news/user-account-or-service-account-what-to-use-for-web-service/ba-p/2286977
https://developer-docs.citrix.com/ja-jp/citrix-itsm-adapter-service
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すことができるようになり、スクリプト実行の柔軟性が向上します。詳細については、「サンプル
ワークフローの使用を開始する」を参照してください。

2023年3月
Citrixアラートと通知の保持ポリシー。 新しい設定「データの自動削除を有効にする」により、保
持期間が経過するとCitrixアラートと通知がServiceNowから自動的に削除されるようになりまし
た。詳細については、「Citrixアラートと通知のデータの自動削除を有効にする」を参照してくだ
さい。

status.cloud.comとの統合。 新しいポリシー「Citrix Cloud Health Incident Policies」により、
<https://www.status.cloud.com> からCitrix CloudのヘルスインシデントをServiceNowに同期

して監視および追跡できるようになりました。詳細については、「Citrix Cloudヘルスインシデン
トポリシーを作成する」を参照してください。

トラブルシューティングと障害報告のためのオールインワンセルフサービス。 新しいサービス「
アプリとデスクトップの障害をトラブルシューティングして報告する」がServiceNowセルフサー
ビスポータルで利用可能になりました。このサービスにより、エンドユーザーはさまざまなトラ
ブルシューティングアクションをトリガーし、さらなる支援のためにITヘルプに問題を報告できま
す。詳細については、「アプリとデスクトップの障害をトラブルシューティングして報告する」を
参照してください。

すべてのVDAレコードを手動で更新する機能。 データインポートポリシーに新しい設定「すべて
のデータをすぐに更新」が追加されました。これを選択すると、データインポートポリシーを作
成または更新したときに、ServiceNowインスタンス内のすべてのVDAデータがCitrix Cloudからの
最新データで更新されます。詳細については、「VDA情報をインポートする」を参照してくださ
い。

ライセンス使用状況データを取得するためのカスタムアクティビティ。 新しいカスタムアクティ
ビティ を使用すると、Citrix DaaSライセンスの使用状況データを取得できるようになりました。
詳細については、「カスタムアクティビティとテーブル」を参照してください。

VDA関連のカスタムアクティビティの新しい入力変数。 VDA関連のカスタムアクティビティに新
しい入力変数 が追加されました。これにより、VDA関連のアクティビティを呼び出すときに、マ
シン名を使用してVDAを識別できます。詳細については、「カスタムアクティビティとテーブル」
を参照してください。

https://developer.cloud.com/citrixworkspace/citrix-itsm-adapter-service/docs/custom-activities#?
https://developer-docs.citrix.com/ja-jp/citrix-itsm-adapter-service
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2022年12月
委任されたセッションリセットのサポート。 サービス「他のユーザーのセッションをリセットす
る」がServiceNowセルフサービスポータルで利用可能になりました。このサービスにより、承認
されたユーザーは、ServiceNowポータルにアクセスできないユーザーのデスクトップまたはアプ
リセッションをリセットできます。このサービスを使用できるユーザーを制御するために、新しい
ロール「アシスタント」が提供されます。詳細については、「他のユーザーのセッションをリセッ
トする」を参照してください。

ユーザーが報告したセッション障害に基づいてヘルプデスクにトラブルシューティングの洞察を
提供する機能（プレビュー）。 ServiceNowサービス「Citrixセッション障害を報告する」が、エ
ンドユーザーがデスクトップおよびアプリセッションの問題を報告するために利用可能になりま
した。この新機能により、ITSMアダプターサービスはCitrix DaaSコンポーネントからAPIを呼び
出し、「ユーザーリクエスト」ページを通じてヘルプデスクにトラブルシューティング情報を提
供できるようになりました。これらのコンポーネントには、Delivery Controller、Citrix Health 

Checkサービス（該当する場合）などが含まれます。詳細については、「Citrixセッション障害を
報告する」および「ユーザーリクエストの詳細を表示する」を参照してください。

サンプルワークフロー: マシンでPowerShellスクリプトを実行カスタムアクティビティ。 「マシ
ンでPowerShellスクリプトを実行」カスタムアクティビティの使用方法を視覚化するのに役立つ
サンプルワークフローが利用可能になりました。詳細については、「マシンでPowerShellスクリ
プトを実行」を参照してください。

永続デスクトップをユーザーに割り当てるカスタムアクティビティ。 新しいカスタムアクティビ
ティ を使用すると、割り当てルールに頼るのではなく、ServiceNowワークフローで専用デスク
トップをエンドユーザーに割り当てることができるようになりました。詳細については、「VDI割
り当て」を参照してください。

Citrixアラートおよび通知ポリシーの機能強化。 フィルター、アクション、インシデントの詳細な
ど、Citrixアラートおよび通知ポリシーのオプションが追加されました。これにより、Citrixアラー
トと通知をより柔軟に同期および監視できます。詳細については、「Citrixアラートと通知を管理
する」を参照してください。

2022年9月
従業員の退職処理ワークフロー。 新しいワークフロー「従業員の退職処理」を使用すると、起動
中のセッションから退職する従業員をログオフさせ、アプリとデスクトップを回収できるように
なりました。詳細については、「従業員の退職処理」を参照してください。

https://developer.cloud.com/citrixworkspace/citrix-itsm-adapter-service/docs/custom-activities#?


Citrix ITSMアダプターサービス

© 1997–2026 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. 15

•

•

アイドル状態の静的デスクトップの自動プロビジョニング解除。 静的デスクトップは、所定の日
数アイドル状態が続いた後、自動的にプロビジョニング解除できるようになりました。Citrix 

ITSM管理者として、この機能を有効にし、自動プロビジョニング解除をトリガーするアイドル日
数を設定できます。詳細については、「アイドル状態の静的デスクトップのプロビジョニング解除
を有効にする」を参照してください。

アプリとデスクトップ要求の自動承認。 ユーザーがアプリとデスクトップを要求すると、Citrix 

ITSM Adapterサービスは要求を自動的に承認し、対応するリソースグループにユーザーを追加で
きるようになりました。Citrix ITSM管理者として、この機能を有効にし、リソース割り当てプロセ
スを自動化するルールを設定できます。詳細については、「アプリケーションの自動承認を有効に
する」および「デスクトップの自動承認を有効にする」を参照してください。

ServiceNowへのライセンス情報のインポート機能。 新しいデータインポートポリシー「ライセ
ンス情報のインポート」を使用すると、Citrix DaaSからServiceNowインスタンスにライセンス情
報をインポートできるようになりました。詳細については、「ライセンス情報のインポート」を
参照してください。

Citrix Cloud通知のポリシー設定の強化。 Citrix Cloud通知のポリシーを作成する際に、通知を
フィルタリングおよび処理するためのオプションが増えました。詳細については、「通知ポリ
シーのカスタマイズ」を参照してください。

アクセス制御に利用できる役割の増加。 組織内のさまざまなIT職務を反映する役割が増えまし
た。これらの役割を使用すると、Citrix ITSM Adapterサービス内のワークフローに対して、より安
全で柔軟なアクセス制御を設定できます。詳細については、「Citrix ITSMの役割と権限」を参照し
てください。

理解を深めるためにプロビジョニング解除タイプ名を変更。 デスクトップをプロビジョニング解
除したり、アイドル状態のデスクトップのプロビジョニング解除を有効にしたりするときに表示
されるプロビジョニング解除タイプが変更されました。

Deprovision Desktop を デスクトップを削除 に変更

Deprovision User Access を デスクトップを保持するが、ユーザー割り当てを削除する に変
更

2022年6月
ServiceNowへのVDAマシン情報のインポート機能。 新しいポリシー「VDA情報のインポート」
を使用すると、Citrix DaaSからServiceNowインスタンスにVDAマシン情報をインポートできるよ
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うになりました。インポートされたデータは、Studio Dashboardメニューに表示されます。詳細
については、「Citrix DaaSからの展開データの追加インポート」を参照してください。

さらに、VDA情報を格納するためのServiceNowテーブルがCitrix ITSMコネクタで利用できるよう
になりました。開発者は、カスタムITSMワークフローを作成したり、ServiceNow構成管理データ
ベースで資産情報を更新したりする際に、テーブルから情報を呼び出すことができます。詳細につ
いては、Citrix ITSM開発者向けドキュメントの「ServiceNowテーブル」を参照してください。

ServiceNowからPowerShellスクリプトをリモートで実行するサポート。 新しいカスタムアク
ティビティ「マシンでPowerShellスクリプトを実行」を使用すると、PowerShellスクリプトを使
用してマシンをリモートで管理できるようになりました。詳細については、「カスタムアクティビ
ティとテーブル」を参照してください。

ポリシーを使用したCitrix ADMイベントの処理機能。 ADMイベントポリシーを設定することで、
ServiceNowがCitrix ADMイベントを処理する方法（無視、ダッシュボードに表示、インシデント
を作成など）を制御できるようになりました。詳細については、「ADMイベントポリシーのカス
タマイズ」を参照してください。

2022年3月
単一のServiceNowインスタンスから複数のCitrix Cloudアカウントをサポートする機能。 組
織内の複数のCitrix Cloudアカウントを単一のServiceNowインスタンスから管理できるように
なりました。詳細については、「ITSM Connectorプラグインの構成」および「ServiceNowイ
ンスタンスをITSM Adapterサービスに追加する」を参照してください。

注:

プラグインをバージョン22.3.0にアップグレードする際は、Citrix Cloudからのセキュア
なクライアント資格情報を使用して再認証する必要があります。

複数のADドメインCitrix Cloudアカウントのサポート。 Citrix ITSM Connectorプラグインの新
しい設定により、Citrix ITSMアダプターサービスは複数のADドメイン環境に適応できるよう
になりました。詳細については、「複数のADドメインCitrix Cloudアカウントのサポートを有
効にする」を参照してください。

Citrix Application Delivery Managementからのイベントを監視するためのダッシュボード。
新しいダッシュボード「ADM Events」がAlerts and Notificationsメニューで利用可能です。
このダッシュボードを使用すると、ITヘルプデスクはCitrix Application Delivery Management

からのイベントを監視できます。詳細については、「Citrix Cloudからのアラートと通知を監視
する」を参照してください。

https://developer.cloud.com/citrixworkspace/citrix-itsm-adapter-service/docs/servicenow-tables
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◦

◦

•

•

•
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ITヘルプデスクがセッションをリセットするためのサービス。 以前は、Citrix仮想アプリとデ
スクトップは現在のユーザーのみがリセットできました。ITヘルプデスクは、ユーザーのため
にこれらのセッションをリセットできるようになりました。詳細については、「ユーザーの
セッションをリセットする」を参照してください。

サービス概要ページが再構築されました。 Citrix管理者は、Citrix CloudコンソールからITSM 

Adapterサービスにアクセスする際に、より簡潔な情報を確認できるようになりました。

2021年12月
Citrix ITSM Connectorの新しいバージョン21.12.0が利用可能になりました。 ServiceNow 

Storeからダウンロードできます。注: バージョン2110.1.0はバージョン21.10.0に名称変更され
ました。

ロールベースのアクセス制御のサポート。 管理者は、Citrix ITSM Adapterサービスに対するア
クセス制御のために、ITメンバーに異なる役割を割り当てることができるようになりました。
詳細については、「Citrix ITSMの役割と権限」を参照してください。

Citrix仮想アプリとデスクトップを管理するための2つの新しいサービスのサポート。 詳細に
ついては、以下のセクションを参照してください。

静的デスクトップのプロビジョニング解除

ユーザープロファイルのリセット

Request a desktop チケット処理時のADグループへのユーザー追加のサポート。 詳細につ
いては、「要求されたデスクトップをユーザーに割り当てる」を参照してください。

Citrixアラートまたは通知によってトリガーされたインシデントを割り当てグループに割り当
てるサポート。 Citrixアラートまたは通知によってトリガーされたインシデントを割り当てる
際に、ITメンバーに加えて割り当てグループにも割り当てることができるようになりました。
詳細については、Citrixアラートと通知を管理するを参照してください。

オーケストレーションが強化されました。 Create MCS task 、 Retrieve MCS task 

status 、 Send message to session 、および Update maintenance mode など、より多
くのカスタムアクティビティが提供されます。

テーブル情報が公開されました。 Citrix ITSMプラグインで使用されるテーブルは、開発者向け
ドキュメントに記載されており、より多くのカスタマイズが可能になります。

2021年10月
ITSMコネクタのバージョンを2108.1.0から2110.1.0に更新しました。

https://developer.cloud.com/citrixworkspace/citrix-itsm-adapter-service/docs/overview
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◦

◦

◦

◦

◦

•

•

•

◦

◦

◦

◦

•

実験的な機能として、Citrix ITSMコネクタプラグインには、ワークフローの作成またはカスタ
マイズに使用できるカスタムアクティビティが含まれるようになりました。詳細については、
開発者向けドキュメントを参照してください。

ServiceNow管理者およびエンドユーザーは、仮想デスクトップインフラストラクチャ（VDI）
デスクトップに対して、以下の電源操作を適用できるようになりました。

起動

シャットダウン

強制シャットダウン

再起動

強制再起動

詳細については、そのVDIデスクトップの電源管理](/ja-jp/citrix-itsm-adapter-service/deliver-

and-manage/it-help-desks.html#power-manage-vdi-desktops)を参照してください。

バージョン2108.1.0以降、VDIデスクトップのアイドル時間が設定されたプロビジョニング解
除しきい値を超えた場合、クラウド展開からVDIデスクトップを削除できます。このリリース
では、そのようなVDIデスクトップを保持しつつ、現在のユーザーのアクセス権を削除すると
いう追加オプションを提供することで、VDIデスクトップのプロビジョニング解除機能が強化
されています。詳細については、Studio Dashboardを参照してください。

ユーザー要求に利用可能なデスクトップを構成できるようになりました。要求リストからデス
クトップを非表示にするには、Studio DashboardのPublished Desktopsタブでアプリケー
ションを見つけ、それを選択し、Disable availability for requestsアクションを選択します。
要求リストでアプリケーションを再表示するには、それを選択し、Enable availability for 

requestsを選択します。

ServiceNowのCitrix ITSMコネクタのホームメニューに、以下の情報が追加されました。

Citrix ITSMコネクタプラグインのバージョン

Citrix Virtual Apps and Desktopsの配信データとアラートポリシーのServiceNowへの同期

ワークフローの構築に役立つカスタムアクティビティ

ServiceNow内からこのドキュメントへの詳細情報リンク

ServiceNowのCitrix ITSMコネクタのホームメニュー(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/

the-home-menu-of-the-citrix-itsm-connector-in-servicenow.png)

2021年8月
ITSMコネクタのバージョンを2106.1.1から2108.1.0に更新しました。

https://developer.cloud.com/citrixworkspace/citrix-itsm-adapter-service/docs/overview
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ITSMアダプターサービスはServiceNow Romeをサポートしています。

ServiceNowのCitrix ITSMコネクタのグローバルナビゲーションを再構築しました。たとえ
ば、Citrix Virtual Apps and Desktopsの配信を単一のStudio Dashboardに集約し、以前のナビ
ゲーションメニューの一部を名前変更しました。以前のRequests、Reporting、Alerts、
Settings、Alert Policiesメニューは、それぞれUser Requests、Statistics Report、Alerts 

and Notifications、Configurations、CVAD Alert Policiesという名称になりました。また、
Citrix Cloud Notification Policiesというナビゲーションメニューも追加しました。

Citrix CloudでServiceNowインスタンスを追加するプロセスを簡素化しました。詳細について
は、「ステップ4：Citrix CloudでServiceNowインスタンスを追加する」を参照してください。

ユーザーリクエストで利用可能なアプリケーションを設定できるようになりました。リクエス
トリストからアプリケーションを非表示にする場合は、Studio DashboardのPublished 

Applicationsタブでアプリケーションを見つけ、選択してから、Disable availability for 

requestsアクションを選択します。リクエストリストにアプリケーションを再度表示するに
は、アプリケーションを選択し、Enable availability for requestsを選択します。詳細につい
ては、「Studio Dashboard」を参照してください。

関心のあるCitrix Cloud通知を購読できるようになりました。詳細については、「ServiceNow

内からCitrix Cloud通知にアクセスする」を参照してください。

Citrix Virtual Apps and DesktopsサービスでホストされているVDIデスクトップから、アイドル
状態のリソースを再利用できるようになりました。詳細については、「Studio Dashboard」を
参照してください。

2021年6月
ITSMコネクタのバージョンを1.8.0から2106.1.1に更新しました。

サービスオプションを拡張し、要求されたマシンカタログのマシンが不足している場合に、
MCSで作成されたマシンを追加できるようにしました。スケールアウトするマシンカタログ
は、Citrix Virtual Apps and Desktopsサービスでホストされている必要があります。詳細につい
ては、「MCSで作成されたマシンの追加」を参照してください。

2021年4月
ITSMアダプターサービスはServiceNow Quebecをサポートしています。

Citrix CloudでServiceNowインスタンスを追加する際に、リフレッシュトークンとアクセス
トークンを自動的に生成する機能強化を行いました。この機能強化により、トークンを生成す
るために別のツールを使用する必要がなくなります。詳細については、「ステップ3：Citrix 

CloudでServiceNowインスタンスを追加する」を参照してください。
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•

•

•

•

•

•

•

Citrix Virtual Apps and Desktopsサービスで設定したCitrixアラートポリシーを、ServiceNowの
Citrix IT Service Management Connector > Settings > Alert Policiesに同期しました。ア
ラートポリシーでWebhookモニターが有効になっている場合、ポリシーに合致するアラートは
ServiceNowのCitrix IT Service Management Connector > Alertsに表示されます。インシデ
ントを作成し、特定の担当者に割り当てることもできます。ServiceNowでアラートポリシーを
無効にするには、Disable Monitorをクリックします。詳細については、「ServiceNow内から
Citrixアラートにアクセスする」を参照してください。

2020年11月
ITSMアダプターサービスの展開を簡素化しました。

ITSMアダプターサービスに、リクエスト統計を表示するためのレポートダッシュボードが追
加されました。

ITSMアダプターサービスに、ServiceNow管理者がアプリケーションアクセスリクエストを処
理する際に選択できるアプリケーショングループにユーザーを追加タブが追加されました。

特定のアプリケーションへのアクセスは、Active Directoryグループ内の特定のユーザーに制限
できます。このニーズに対応するため、ITSMアダプターサービスは、Active Directoryグルー
プにユーザーを追加タブに、特定のアプリケーションにアクセスできるすべてのActive 

Directoryグループを一覧表示します。ServiceNow管理者は、アプリケーションアクセスリクエ
ストを処理する際に、ユーザーをそのようなActive Directoryグループに追加できます。

2020年6月
ITSMアダプターサービスはServiceNow New Yorkをサポートしています。

ITSMアダプターサービスは、Active Directory (AD) ユーザーがメールアドレスのような形式で
サインオンできるように、ユーザープリンシパル名 (UPN) を実装しています。
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•

•

•

•

 

はじめに

この記事では、Citrix ITSM Adapterサービスの設定プロセスについて説明します。

準備
ITSM Adapterサービスを設定するには、以下のものを準備してください。

ServiceNow インスタンスに対するシステム管理者権限を持つアカウント

サービスが設定された後、ロールベースのアクセス制御を実装できます。詳細については、「
アクセス管理」を参照してください。

Citrix DaaS™ のアクティブなサブスクリプション

無料トライアルにサインアップすることもできます。詳細については、「Citrix DaaSのサブス
クリプションを確認する」を参照してください。

フルアクセス権を持つ Citrix Cloud™ 管理者アカウント

ServiceNowインスタンスと、Citrix Cloudアカウントが配置されているリージョンのIPアドレ
ス間の接続

CITRIX CLOUD リージョン IP アドレス

米国 52.158.218.132/30

EU 20.54.214.12/30

アジア太平洋 20.195.2.68/30

日本 20.46.176.104/30

米国政府 52.245.250.248/30

Citrix DaaSをサブスクライブしていることを確認する
Citrix Cloudにサインインするか、新しいアカウントにサインアップします。
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1.

2.

a.

b.

c.

d.

Citrix DaaSの有効なサブスクリプションをお持ちの場合、または無料トライアルにサインアップ
した場合、ITSM Adapterサービスはマイサービスリストに表示されます。それ以外の場合は、
Citrixの担当者にお問い合わせください。

シトリックス クラウド(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/citrix-cloud.png)

ヒント:

管理ボタンは、組織がCitrix DaaS Premium Editionの有効なサブスクリプションを持ってい
る場合にのみ利用できます。それまでは、デモをリクエストが表示されます。

ステップ1：ServiceNowにCitrix ITSM Connectorプラグイン
をインストールする
ServiceNowインスタンスにCitrix ITSM Connectorプラグインをインストールします。

ServiceNow Service Management Portalに、 system administrator ロールが割り当てられ
たアカウントを使用してサインインします。

ServiceNowインスタンスに、Citrix IT Service Management Connectorプラグインをインス
トールします。

左側のペインで、All Available Applications > Allを選択します。メニューをすばやく見つ
けるには、Filter navigatorフィールドにApplicationsと入力します。

表示されるAll applicationsページで、検索バーにCitrixと入力して検索します。

ITSMコネクタをインストールする(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/itsm-connector-

install.png)

検索結果でCitrix IT Service Management Connectorを見つけ、Installをクリックしま
す。

画面の指示に従ってインストールを完了します。

注：

Citrix ITSMコネクタプラグインの最新バージョンをダウンロードしたことを確認するに
は、Other App Versionsをクリックします。
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1.

2.

1.

2.

3.

4.

1.

手順2：Citrix ITSM Connectorプラグインを構成する
プラグインを構成して、Citrix Cloudとの接続をセットアップします。

手順：

Citrix Cloudで認証資格情報を作成する。

認証資格情報をプラグインに追加する。

ITSM Adapterサービスバージョン22.3.0以降、単一のServiceNowインスタンスで複数のCitrix 

Cloudアカウントのアプリとデスクトップを管理できます。

Citrix Cloud で認証資格情報を作成する
Citrix Cloud と通信するには、Citrix ITSM コネクタプラグインが Citrix Cloud によって生成された
認証資格情報を持っている必要があります。管理する各 Citrix Cloud アカウントで、プラグイン認
証用のサービスプリンシパル資格情報を作成します。

詳細な手順は次のとおりです。

Citrix Cloud にサインインし、管理する Citrix Cloud アカウントを選択します。

Citrix ITSM コネクタプラグインのサービスプリンシパルを作成します。詳細については、
「Citrix Cloud API の使用を開始する」を参照してください。

ID とシークレットを安全な場所に保管します。

管理する Citrix Cloud アカウントが複数ある場合は、それぞれについて手順 1～3 を繰り返し
ます。

プラグインに認証資格情報を追加する
Citrix Cloud アカウントでサービスプリンシパルを作成したら、それらを ITSM コネクタプラグイ
ンに追加します。プラグインは、資格情報を使用して Citrix Cloud との接続をセットアップしま
す。

ServiceNow Service Management Portal にサインインします。

https://developer-docs.citrix.com/ja-jp/citrix-cloud/citrix-cloud-api-overview/get-started-with-citrix-cloud-apis.html


Citrix ITSMアダプターサービス

© 1997–2026 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. 24

2.

3.

4.

•

•

•

5.

•

•

6.

左側のペインで、Citrix IT Service Management Connector > Home を選択します。

表示される Citrix Cloud 統合の開始ページで、Connect をクリックします。

表示される Citrix Cloud 認証ダイアログで、次の情報を指定します。

Citrix Deployment: Citrix Cloud Japan以外のリージョンでは、Citrix Cloudを選択しま
す。

Customer ID: Citrix CloudアカウントのCCIDを入力します。

Service Principal ID / Secure Client ID および Service Principal Secret / Secure Client 

Secret: Citrix Cloudアカウントで作成したIDとシークレットのペアを入力します。詳細に
ついては、「Citrix Cloudで認証資格情報を作成する」を参照してください。

Testをクリックして、Citrix Cloudアカウントへの接続をテストします。資格情報が有効な場
合、次の情報とオプションが表示されます。

Secret expiration time – サービスプリンシパルシークレットの有効期限が切れる日時を表
示します。

Auto Renew Token – このオプションを選択すると、シークレットの有効期限が切れる31

日前に自動的に更新されます。

構成を保存します。

ServiceNowからの確認メッセージが表示され、接続が稼働中であることを示します。



Citrix ITSMアダプターサービス

© 1997–2026 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. 25

7.

a.

b.

管理するCitrix Cloudアカウントが複数ある場合は、それぞれについて次の手順を実行します。

顧客の追加をクリックします。

手順4～6を繰り返します。

構成が完了すると、ServiceNowインスタンスは、提供された認証資格情報を使用してCitrix Cloud

に自動的に接続します。Citrix Cloudにサインインし、ITSM Adapter for ServiceNow > 管理ペー
ジに移動すると、Citrix Cloudとの接続を設定したすべてのインスタンスが表示されます。

これらのインスタンスは未登録ステータスであり、Citrix Cloudがそれらと登録されていないこと
を示します。

Citrixアカウントを廃止する
ServiceNowインスタンスからCitrix Cloudアカウントを廃止するには、ServiceNow Service 

Management Portalにサインインし、Citrix IT Service Management Connector > Homeページ
で省略記号をクリックし、次にDecommissionをクリックします。

注記:

Citrix CloudアカウントのCitrix ITSMデータを完全に削除するには、そのアカウントを廃止し
ます。アカウントを手動で削除または編集すると、環境に残留データが残る可能性がありま
す。
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•

•

1.

2.

3.

4.

5.

ステップ3: Citrix CloudをServiceNowインスタンスに登録す
る
Citrix CloudがServiceNowインスタンスにアラートと通知を送信できるようにするには、Citrix 

CloudをServiceNowインスタンスに登録し、以下の詳細情報を提供します。

ServiceNowインスタンスのURL

ServiceNowインスタンスが生成する認証資格情報

ITSM Adapterサービスバージョン22.3.0以降、1つのServiceNowインスタンスで複数のCitrix 

Cloudアカウントを管理できます。管理するCitrix Cloudアカウントが複数ある場合は、それぞれに
ServiceNow情報を追加します。

手順:

Citrix Cloudにサインインし、管理するCitrix Cloudアカウントを選択します。

右上にあるDaaSボタンをクリックします。DaaSのホームが表示されます。

左ペインで下にスクロールしてITSM Adapterを選択します。ITSM Adapterのホームが表示さ
れます。

左ペインでManageを選択します。Citrix Cloudとの接続を確立しているすべてのインスタンス
が表示されます。

登録するServiceNowインスタンスを見つけ、省略記号メニューからRegisterを選択します。
ServiceNowインスタンスのURLが自動的に入力された以下のページが表示されます。
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6.

a.

b.

c.

7.

•

•

•

または、ServiceNowインスタンスを追加をクリックして登録を開始することもできます。

画面の指示に従って、Citrix Cloudアカウント用のOAuthエンドポイントをServiceNowで生成
します。

手順に記載されているリダイレクトURLをコピーします。

ブラウザで新しいタブを開き、ServiceNow Service Management Portalにアクセスしま
す。

ポータルで、Citrix CloudアカウントのOAuthエンドポイントを作成します。エンドポイン
トの作成時に、ステップ a でコピーしたリダイレクトURLを入力する必要があります。詳
細については、「Citrix CloudアカウントのOAuthエンドポイントを作成する」を参照して
ください。

Citrix CloudでServiceNowインスタンスを登録ダイアログが開いているタブに戻り、必要な
OAuth資格情報を入力します。

（オプション）ServiceNowインスタンスの説明的な名前を入力します。

ステップ5で生成されたOAuthエンドポイントの詳細（クライアントIDとクライアントシー
クレット）を入力します。

ServiceNowのログインおよび登録認証にServiceNowのサービスアカウントを使用するに
は、ServiceNowサービスアカウントを使用を選択し、サービスアカウントのユーザーID

とパスワードを入力して、検証をクリックし、サービスアカウントの資格情報を確認しま
す。

注：

検証を完了するには、 x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_admin ロールが割り当てら
れたServiceNowのサービスアカウントを使用できます。ServiceNowがCitrix Cloudか
らのアラートと通知のインシデントを生成できるようにするには、このサービスアカ
ウントに必要な incident_manager ロールも割り当てられていることを確認してく
ださい。
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• ServiceNowのログインおよび登録認証にServiceNowのユーザーアカウントを使用するに
は、ServiceNowサービスアカウントを使用のチェックを外したまま、次の手順を完了し
ます。

注：

このタスクを完了するには、 x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_admin ロールが割り
当てられたServiceNowのユーザーアカウントを使用できます。ServiceNowがCitrix 

Cloudからのアラートと通知のインシデントを生成できるようにするには、このユー
ザーアカウントに、必要な incident_manager ロールも割り当てられていることを
確認してください。
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a.

b.

c.

Connectをクリックします。ServiceNowインスタンスのログインページが表示されま
す。

ServiceNowユーザーアカウントのユーザー名とパスワードを入力し、Log inをクリッ
クします。ITSM AdapterサービスがServiceNowインスタンス内のこのServiceNowアカ
ウントに接続するための許可を求めるページが表示されます。

Allowをクリックします。Register a ServiceNow Instance in Citrix Cloudダイアログ
に戻ります。
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8.

注:

OAuthエンドポイント認証チャネルを介してCitrix DaaSからServiceNowに送信された
データは、ServiceNowデータベースに保存されます。対応するデータベースレコードに
は、ServiceNowのログインおよび登録認証に使用したアカウントによって作成されたこ
とが明確に示されます。

Saveをクリックします。ITSM Adapterサービスは、Citrix ITSMコネクタとの接続テストを開
始します。テストが正常に完了すると、インスタンスのステータスはRegisteredに変わりま
す。
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9.

1.

2.

3.

4.

ヒント:

インスタンスのステータスがServiceNow Instance Unauthorizedと表示される場合は、
期限切れのOAuth資格情報を確認し、必要に応じて省略記号メニューから
Reauthenticateを選択して再認証してください。

管理するCitrix Cloudアカウントが他にもある場合は、それぞれについて手順1～7を繰り返し
ます。

前述の手順を正常に完了すると、ITヘルプデスクとエンドユーザーはCitrix ITSMサービスにアクセ
スできるようになります。

別のServiceNowインスタンスで登録する
Citrix Cloudアカウントは、1つのServiceNowインスタンスにのみ登録できます。別のServiceNow

インスタンスに登録するには、まず既存の登録を解除してください。

ITSM Adapterサービスの管理ページで、既存のServiceNowインスタンスの横にある省略記号
をクリックします。

登録解除を選択します。

Citrix Cloudを別のServiceNowサービスインスタンスに登録するには、インスタンスレコード
を見つけて、省略記号から登録を選択します。

画面の指示に従って手順を完了します。

Citrix CloudアカウントのOAuthエンドポイントを作成する
ServiceNowインスタンスで、Citrix CloudアカウントのOAuthエンドポイント（クライアントIDと
クライアントシークレットを含む）を作成します。
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1.

2.

3.

4.

5.

a.

b.

c.

d.

e.

f.

6.

7.

8.

9.

手順:

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

左ペインで、System OAuth > Application Registryを選択します。メニューをすばやく見つ
けるには、Filter navigatorフィールドに「oauth」と入力します。

Application Registriesページで、Application Registriesの横にある新規をクリックします。

ServiceNowでOAuthエンドポイントを作成する(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/

creating-a-new-oauth-endpoint-in-servicenow.png)

表示されるOAuth applicationページで、New Inbound Integration Experienceをクリックし
ます。

ServiceNowのバージョンがYokohama以前の場合は、Create an OAuth API endpoint for 

external clientsを選択します。

アプリケーション接続タイプの選択ページで、OAuth - Authorization code grantを選択しま
す。

OAuthエンドポイントの名前を入力します。

Redirect URLフィールドの横にあるロックアイコンをクリックし、Citrix Cloudで
ServiceNowインスタンスを追加ダイアログで表示されたリダイレクトURLを入力します。

Scope Restrictionフィールドがある場合は、Broadly scopedに設定します。

Auth scopeを開きます。Scope validation settingsの下で、Allow access only to APIs 

in selected scopeのチェックを外します。

**Advanced Options (Optional)**を開き、**Refresh Token Lifespan (seconds)**を、デフォ
ルトの8,640,000秒（100日）ではなく、315,360,000秒（10年）などのより大きな値に設
定します。

Submitをクリックします。

表示されるApplication Registriesページで、作成したOAuthエンドポイントを見つけます。

OAuthエンドポイント名をクリックして、その詳細ページを開きます。

OAuthエンドポイントの詳細(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/oauth-endpoint-

details.png)

クライアントIDとクライアントシークレットを保存します。

残りの手順を続行するには、Citrix Cloudコンソールに戻ります。
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1.

2.

3.

a.

b.

c.

ステップ4: (オプション) オンプレミスサイトをCitrix Cloud
に追加して管理する
オンプレミスサイトがあり、ServiceNow ITSMワークフローを使用してそのリソース（セッション
やマシンなど）を管理したい場合は、次の手順に従います。

Citrix Cloudにサインインし、Citrix Cloudアカウントを選択します。

オンプレミスサイトのリソースロケーションを作成し、画面の指示に従って各ロケーションに
Cloud Connectorをインストールします。

詳細については、Cloud Connector Installationを参照してください。

以下の手順を完了して、これらのオンプレミスサイトをITSM Adapterサービスに追加します。

ITSM Adapter for ServiceNowタイルで、Manageをクリックします。ITSM Adapterペー
ジが表示されます。

Manageメニューで、Enable on-premises sitesオプションをオンにします。

Add siteをクリックします。Add siteページが表示されます。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-cloud/citrix-cloud-resource-locations/citrix-cloud-connector/installation.html
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d.

•

•

•

e.

管理するサイトについて、以下の情報を入力します。

このサイトが存在するリソースの場所を選択します。

このサイトにあるDelivery Controller™のFQDNを入力します。

ユーザー名、パスワード、ドメイン名を含め、Full AdministratorまたはHelp Desk 

Administratorのいずれかの役割を持つサイト管理者の資格情報を入力します。

設定例については、「サイト管理用のヘルプデスク管理者をセットアップする」を参
照してください。

Testをクリックします。接続テストが開始されます。正常に完了すると、次のスクリーン
ショットに示すように、選択したリソースの場所にあるCloud Connectorが表示されます。
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f.

1.

2.

残りのオンプレミスサイトを追加するには、手順c～eを繰り返します。

例: サイト管理のためにヘルプデスク管理者を設定する
最小特権の原則に従うため、完全な管理者ロールの代わりに、ヘルプデスク管理者ロールを持つ
専用のドメインアカウントを使用できます。このアプローチは、ユーザーセッションのリセット
など、限られた権限のみが必要な場合に適しています。

注:

この機能は、Citrix Cloud Connector バージョン 6.148.*  以降でサポートされています。

itsmhelpdeskadmin  という名前のドメインユーザーアカウントを作成します。

Studioで、このアカウントにヘルプデスク管理者ロールを割り当てます。
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3.

4.

Delivery Controller マシンで、管理者権限のPowerShellコンソールを開き、次のコマンドを実
行してこのアカウントにリモート管理権限を付与します。

net localgroup "Remote Management Users" /add <DOMAIN>\itsmhelpdeskadmin

前のステップで説明したように、オンプレミスサイトを ITSM に追加する際に、
itsmhelpdeskadmin  アカウントの資格情報を使用します。
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•

◦

◦

◦

•

 

アクセス管理

組織でCitrix ITSM Adapterサービスをセットアップすると、Citrix ITSMサービスがServiceNow

ポータルに表示されます。

ユーザーインターフェイス
次のセクションでは、Citrix ITSMサービスに関連付けられているServiceNowユーザーインター
フェイスについて説明します。

ServiceNow Service Management Portal。ITメンバー向けのポータルです。

左側のナビゲーションペインにCitrix IT Service Management Connectorメニューが表示さ
れ、承認されたITメンバーは次のことができます。

Citrixアプリとデスクトップの配信と管理

Citrixアラートと通知の管理

Citrix ITSMグローバル設定の構成

ServiceNow Service Portal。エンドユーザー向けのポータルです。

Citrix ITSMセルフサービスアイテムを使用すると、エンドユーザーは自分でアプリとデスク
トップを要求および管理できます。
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◦

◦

•

注：

ServiceNow Service PortalをCitrix IT Service Management Connector Servicesカ
タログに関連付けることをお勧めします。これにより、エンドユーザーは検索フィー
ルドでCitrixを検索して、Citrix固有のアイテムを見つけることができます。詳しく
は、このServiceNowの記事を参照してください。

Citrix ITSMロールが割り当てられたユーザーアカウントを使用してポータルにアクセ
スすると、そのロールで利用可能なサービスが表示されます。エンドユーザーのセル
フサービス項目をテストするには、エンドユーザーアカウントでポータルにサインイ
ンしてください。

サービスナウ バーチャルエージェント連携。

Citrix ITSM AdapterサービスはServiceNow Virtual Agentと統合されています。自動化されたAI

対応のVirtual Agentは、事前定義されたトピック会話を通じてエンドユーザーと対話し、デス
クトップやアプリのセッションのリセットなど、特定の目標達成を支援します。エンドユー
ザーサービスは、ウェブチャットボット、NowMobile、およびMicrosoft TeamsやSlackなどの
コラボレーションツールで利用できます。

詳細については、このServiceNowの記事を参照してください。

https://docs.servicenow.com/bundle/tokyo-servicenow-platform/page/build/service-portal/task/associate-portal-catalog.html
https://docs.servicenow.com/bundle/sandiego-it-service-management/page/product/itsm-virtual-agent/concept/manage-citrix-session.html


Citrix ITSMアダプターサービス

© 1997–2026 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. 39

•

•

•

•

•

•

Citrix ITSMの役割と権限
Citrix ITSM Adapterサービスは、さまざまな種類のCitrix ITSMサービスへのユーザーアクセスを制
御するために、以下の役割を提供します。

x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_admin : 管理者

x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_operator : オペレーター

x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_event_manager : イベントマネージャー

x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_resource_manager : リソースマネージャー

x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_helpdesk : ヘルプデスク

x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_assis : アシスタント

次の表に、Citrix ITSMサービスとそれらに必要なCitrix ITSMの役割を示します。

ServiceNowシステム管理者として、これらの役割をユーザーに割り当てることができます。詳細
については、このServiceNowの記事を参照してください。

https://docs.servicenow.com/bundle/rome-platform-administration/page/administer/roles/concept/c_Roles.html
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サービス 管理者 オペレー
ター

ヘルプデス
ク

リソースマ
ネージャー

イベントマ
ネージャー

アシスタン
ト

他のユー
ザーの
セッショ
ンをリ
セットす
る

はい はい はい いいえ いいえ はい

MCSで作
成された
マシンを
要求する

はい はい はい はい いいえ いいえ

VDIデス
クトップ
のプロビ
ジョニン
グ解除

はい はい いいえ はい いいえ いいえ

従業員の
退職処理

はい はい いいえ はい いいえ いいえ

アプリ
ケーショ
ンリクエ
ストを承
認する

はい はい いいえ はい いいえ いいえ

デスク
トップリ
クエスト
を承認す
る

はい はい いいえ はい いいえ いいえ

MCSで作
成された
マシンの
リクエス
トを承認
する

はい はい いいえ はい いいえ いいえ
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サービス 管理者 オペレー
ター

ヘルプデス
ク

リソースマ
ネージャー

イベントマ
ネージャー

アシスタン
ト

ユーザー
リクエス
トを表示
する

はい はい いいえ はい いいえ いいえ

Studio
ダッシュ
ボードを
表示

はい はい いいえ はい いいえ いいえ

Citrixア
ラートと
通知を表
示

はい はい いいえ いいえ はい いいえ

アラート
および通
知ポリ
シーを管
理する

はい はい いいえ いいえ はい いいえ

顧客のオ
ンボー
ディング
と廃止

はい いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

顧客プロ
パティを
更新

はい いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

データイ
ンポート
ポリシー
を表示

はい いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

アプリと
デスク
トップの
ポリシー

はい いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ
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•

•

◦

◦

◦

◦

◦

サービス 管理者 オペレー
ター

ヘルプデス
ク

リソースマ
ネージャー

イベントマ
ネージャー

アシスタン
ト

を管理す
る

統計レ
ポートを
表示する

はい いいえ いいえ いいえ いいえ いいえ

注:

オペレーターの役割は、ヘルプデスク、リソースマネージャー、およびイベントマネー
ジャーの役割を組み合わせたものです。

次のサービスはすべてのユーザーが利用できます。

アプリケーションを要求する

セッションをリセットする

デスクトップを要求する

MCSで作成されたマシンを要求する

VDIデスクトップの電源を管理する
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•

•

•

•

1.

2.

3.

 

アプリとデスクトップの配信および管理

デフォルトでは、Citrix ITSM AdapterサービスはServiceNowでさまざまなITSMサービスを提供し
ます。この記事では、これらのサービスを使用してアプリとデスクトップを要求、配信、管理す
る方法について説明します。

エンドユーザー - ポータル経由のセルフサービス

エンドユーザー - Virtual Agent経由のセルフサービス

ヘルプデスク - 要求と管理

リソースマネージャー - 承認と管理

エンドユーザー - ポータル経由のセルフサービス
エンドユーザーとして、ServiceNowサービスポータルを通じて、自分自身や同僚のためにアプリ
やデスクトップをリクエストおよび管理できます。

注:

Citrix ITSMロールが割り当てられたアカウントを使用してセルフサービスポータルにアクセ
スすると、そのロールで利用可能なITSMサービスが表示されます。

アプリとデスクトップの障害のトラブルシューティングと報告
アプリとデスクトップの障害のトラブルシューティングと報告サービスは、エンドユーザーが
Citrix仮想アプリとデスクトップに関する問題をトラブルシューティング、解決、報告するための
一元的な場所を提供します。このサービスにより、エンドユーザーはさまざまなトラブルシュー
ティングアクションをトリガーし、さらなる支援のためにITヘルプに問題を報告できます。

このサービスを使用するには、次の手順に従います。

ServiceNowサービスポータルにサインインします。

アプリとデスクトップの障害のトラブルシューティングと報告をクリックします。あなたに割
り当てられているすべてのデスクトップとアプリが表示されます。

問題が発生したデスクトップまたはアプリを選択します。
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4.

5.

1.

2.

3.

•

•

1.

2.

アクションフィールドから、実行するアクションを選択します。オプションには、セッション
のリセット、VDAマシンの電源管理、問題の報告が含まれます。

送信をクリックします。

セッションのリセット
エンドユーザーとして、デスクトップまたはアプリのセッションを自分でリセットできます。

ServiceNowサービスポータルにサインインします。

「セッションのリセット」をクリックします。「セッションのリセット」ページに、すべての
デスクトップセッションとアプリケーションセッションが表示されます。

デスクトップまたはアプリのセッションを選択し、「リクエスト」をクリックします。

対象のデスクトップまたはアプリのセッションはすぐにリセットされ、セッションからログア
ウトされます。

他のユーザーのセッションをリセットする
ServiceNowアシスタントの役割が割り当てられているエンドユーザーとして、組織内の他のユー
ザーのデスクトップまたはアプリのセッションをリセットできます。たとえば、あなたがマネー
ジャーで、ServiceNowライセンスを持っていないチームメンバーがいる場合です。そのユーザー
のセッションをリセットできます。

注：

リセット操作は、監査目的でServiceNowにログ記録されます。

ServiceNowアシスタントの役割の詳細については、「Citrix ITSMの役割と権限」を参照
してください。

ServiceNow Service Portalにサインインします。

「他のユーザーのセッションをリセット」をクリックします。
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3.

4.

5.

1.

2.

3.

4.

1.

2.

3.

「ユーザー」フィールドに、ユーザーID（メールアドレス形式）を入力し、「検索」をクリッ
クします。そのユーザーのすべてのアクティブなセッションが表示されます。

対象のセッションを選択します。

「送信」をクリックします。

VDIデスクトップの電源管理
エンドユーザーとして、VDIデスクトップの電源管理を行うことができます。

ServiceNowサービスポータルにサインインします。

VDIデスクトップの電源管理をクリックします。

表示されるページで、ターゲットのVDIデスクトップを選択し、ターゲットのVDIデスクトッ
プに適用する電源アクションを選択します。

ヒント:

選択できるのはVDIデスクトップのみです。

送信をクリックします。

選択した電源アクションは、ターゲットデスクトップにすぐに適用されます。

ユーザープロファイルをリセットする

注:

この機能は、Citrix Profile Managementの展開にのみ適用されます。詳細については、この
Citrix DaaSの記事を参照してください。

エンドユーザーとして、ユーザープロファイルをリセットできます。

ServiceNowサービスポータルにサインインします。

ユーザープロファイルのリセットをクリックします。

表示されるページで、リクエストをクリックします。

ユーザーのプロファイルはすぐにリセットされます。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-daas/monitor/troubleshoot-deployments/user-issues/reset-user-profile.html
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1.

2.

3.

4.

1.

2.

3.

4.

1.

2.

デスクトップをリクエストする
エンドユーザーとして、自分用にデスクトップをリクエストできます。

ServiceNow Service Portalにサインインします。

Request a desktop をクリックします。Request a desktop ページが表示されます。

Configuration リストから、必要に応じて公開されているデスクトップグループを選択しま
す。

利用可能なマシンカタログを検索中(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/select-

configuration-for-available-machine-catalogs.png)

Request をクリックします。

リクエストは承認のためにUser Requests メニューに表示されます。

アプリケーションをリクエストする
エンドユーザーとして、自分用および同僚用にアプリケーションをリクエストできます。

ServiceNow Service Portalにサインインします。

Request applications をクリックします。Request applications ページが表示されます。

ログインしているユーザーがデフォルトで選択されています (/en-us/citrix-itsm-adapter-

service/media/request-applications-for-selected-users.png)

各フィールドの空白部分をクリックして、1人以上のユーザーとアプリケーションを選択また
は入力します。

「リクエスト」をクリックします。

リクエストは、承認のために「ユーザーリクエスト」メニューに表示されます。

デスクトップのスケーリングをリクエストする
エンドユーザーとして、ワークロードのニーズに合わせてデスクトップをスケールアップまたは
スケールダウンするようリクエストできます。

ServiceNowサービスポータルにサインインします。

「Scaling Citrix Virtual Desktops™」をクリックします。

デスクトップのスケーリングをリクエスト(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/end-users-

desktop-scaling.png)
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3.

4.

•

•

•

表示されるページで、割り当てられているデスクトップのリストからデスクトップを選択し、
サイズ変更の開始時刻と終了時刻を指定します。

「送信」をクリックします。

リクエストは、承認のために「ユーザーリクエスト」メニューに表示されます。

注:

デスクトップのスケーリングは、リソースマネージャーがリクエストを承認した後、ス
ケジュールされた期間に行われます。

エンドユーザー - バーチャルエージェントを介したセルフ
サービス
Citrix ITSMアダプターサービスは、ServiceNow Virtual Agentと統合されています。自動化された
AI対応のVirtual Agentは、事前定義されたトピック会話を通じてエンドユーザーと対話します。
エージェントは、デスクトップセッションのリセットなど、ユーザーが実行したいアクションを
特定してトリガーします。

Virtual Agentは、Webチャットボット、NowMobile、およびMicrosoft TeamsやSlackなどのコラボ
レーションツールで利用できます。詳細については、このServiceNowの記事を参照してくださ
い。

ServiceNowサービス管理ポータル(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/virtual-agent-

actions.png)

ヘルプデスク - リクエストと管理
Citrix ITSM ITヘルプデスクとして、エンドユーザー向けにアプリとデスクトップをリクエストお
よび管理できます。

必要な役割
次のいずれかのCitrix ITSMの役割が必要です。

ヘルプデスク ( x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_helpdesk )

オペレーター ( x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_operator )

管理者 ( x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_admin )

https://docs.servicenow.com/bundle/sandiego-it-service-management/page/product/itsm-virtual-agent/concept/manage-citrix-session.html
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1.

2.

3.

4.

a.

b.

c.

d.

5.

6.

ユーザー向けにアプリケーションをリクエストする
組織内のユーザー向けにアプリケーションをリクエストできます。

注:

デフォルトでは、公開されているすべてのアプリケーションとデスクトップはリクエストで
きません。公開されたリソースをリクエストできるようにするには、その可用性を有効にす
る必要があります。詳細については、「ユーザーリクエストのアプリケーションとデスク
トップの可用性を設定する」を参照してください。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

Citrix ITサービス管理コネクタ > サービス > Citrix Virtual Apps and Desktops™ に移動しま
す。

Request applications をクリックします。Request applications ページが表示されます。

1人以上のユーザーを選択します。

ロックアイコンをクリックしてフィールドのロックを解除します。

フィールドの空白スペースにユーザー名を入力し、対象ユーザーをクリックします。ユー
ザーがユーザーリストに表示されます。

ユーザーリストからユーザーを削除するには、削除アイコンをクリックします。

ロックアイコンをクリックして選択を確定します。

ユーザーを選択するのと同じ方法で、1つ以上のアプリケーションを選択します。

をクリックします。

リクエストは承認のために メニューに表示されます。Citrix ITSM管理者がアプリケーションの
自動承認を有効にしている場合、そのアプリケーションのリクエストは自動的に承認されま
す。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

1.

2.

3.

4.

5.

6.

ユーザーのセッションをリセットする
ユーザーのリクエストまたはビジネスニーズに基づいて、デスクトップまたはアプリのセッショ
ンをリセットできます。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

Citrix ITサービス管理コネクタ > サービス > Citrix Virtual Apps and Desktops に移動しま
す。

をクリックします。

フィルターを使用してセッションをターゲットにします。

たとえば、ドロップダウンメニューからユーザーを選択すると、そのユーザーのすべてのセッ
ションが一覧表示されます。 フィールドを に設定してから他のフィールドを設定してセッ
ションをフィルタリングすることで、すべてのユーザーを選択することもできます。

セッションを選択します。

Submitをクリックします。

ターゲットセッションはすぐにリセットされ、現在のユーザーはセッションからログアウトさ
れます。

VDIデスクトップの電源管理
展開環境でVDIデスクトップの電源管理を行うことができます。

ServiceNow Service Management Portal にサインインします。

シトリックス IT サービス マネジメント コネクタ > サービス > シトリックス バーチャル アプ
リ アンド デスクトップ に移動します。

Power manage VDI desktopsをクリックします。

VDIデスクトップをターゲットにするようにフィルターを設定します。

VDIデスクトップをフィルタリングするためのフィールド (/en-us/citrix-itsm-adapter-service/

media/fields-for-filtering-vdi-desktops.png)

たとえば、ドロップダウンメニューからユーザーを選択すると、そのユーザーのすべてのマシ
ンが一覧表示されます。User フィールドを All に設定してすべてのユーザーを選択し、他の
フィールドを設定してVDIデスクトップをフィルタリングすることもできます。

ターゲットVDIデスクトップを選択し、そのターゲットVDIデスクトップに適用する電源アク
ションを選択します。

Submitをクリックします。
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1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

1.

2.

選択した電源アクションは、ターゲットデスクトップにすぐに適用されます。

ユーザープロファイルのリセット

注記:

この機能は、Citrix Profile Managementの展開にのみ適用されます。詳細については、この
Citrix DaaSの記事を参照してください。

組織内のユーザーのプロファイルをリセットできます。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

シトリックス IT サービス マネジメント コネクタ > サービス > シトリックス バーチャル アプ
リ アンド デスクトップ に移動します。

ユーザープロファイルのリセットをクリックします。

ユーザーフィールドで、ロックアイコンをクリックしてフィールドのロックを解除します。

ユーザー名でユーザーを検索し、追加アイコンをクリックしてユーザーをユーザーリストに追
加します。必要に応じて、この手順を繰り返してユーザーを追加します。

ユーザーリストからユーザーを削除するには、ユーザーを選択して削除アイコンをクリックし
ます。

ロックアイコンをクリックして選択を確定します。

送信をクリックします。

ユーザーのデスクトップを要求する
組織内のユーザーのデスクトップを要求できます。

注記:

デフォルトでは、公開されているすべてのアプリケーションとデスクトップは要求できませ
ん。公開リソースを要求できるようにするには、その可用性を有効にする必要があります。
詳細については、「ユーザー要求に対するアプリケーションとデスクトップの可用性を設定
する」を参照してください。

ServiceNow Service Management Portal にサインインします。

シトリックス IT サービスマネジメントコネクタ > サービス > シトリックス バーチャルアプリ
およびデスクトップ に移動します。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-daas/monitor/troubleshoot-deployments/user-issues/reset-user-profile.html
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3.

4.

5.

1.

2.

3.

4.

•

•

5.

デスクトップをリクエスト をクリックします。デスクトップをリクエスト ページが表示され
ます。

構成 リストから、必要に応じて公開デスクトップグループを選択します。

利用可能なマシンカタログを探しています(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/select-

configuration-for-available-machine-catalogs.png)

送信 をクリックします。

リクエストは承認のために ユーザーリクエスト メニューに表示されます。Citrix ITSM管理者
がそのデスクトップの自動承認を有効にしている場合、デスクトップのリクエストは自動的に
承認されます。

MCSで作成されたマシンをリクエストする
マシンカタログのマシンが不足している場合、このカタログ用にMCSで作成されたマシンをプロ
ビジョニングするリクエストを送信できます。

注：

このサービス項目は、Citrix DaaSで作成されたマシンカタログにマシンを追加する場合にの
み適用されます。

ServiceNow Service Management Portal にサインインします。

シトリックス IT サービスマネジメントコネクタ > サービス > シトリックス バーチャルアプリ
およびデスクトップ に移動します。

MCSで作成されたマシンを追加 をクリックします。

MCSを使用してカタログにカスタム数のマシンを追加する(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/

media/add-a-custom-number-of-machines-to-a-catalog-by-using-mcs.png)

マシンを追加する場所を選択します。

マシンカタログフィールドに、マシンを追加するマシンカタログの名前を入力します。次
に、検索アイコンをクリックして検索し、選択します。

（オプション）デリバリーグループフィールドに、マシンを追加するデリバリーグループ
の名前を入力します。次に、検索アイコンをクリックしてグループを検索し、選択しま
す。

（オプション）電源オンリストから、新しいマシンの電源ステータスを選択します。デフォル
トでは、新しく作成されたマシンは電源オフ状態です。
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1.

2.

3.

4.

•

•

•

5.

6.

7.

8.

数量フィールドに、追加するマシンの数を入力し、送信をクリックします。

リクエストは、承認のためにユーザーリクエストメニューに表示されます。

ユーザーのデスクトップスケーリングをリクエストする
ITヘルプデスクとして、ユーザーのワークロードのニーズに基づいてリソースを調整するために、
デスクトップスケーリングをリクエストできます。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

Citrix IT Service Management Connector > サービス > Citrix Virtual Apps and Desktopsの
ページに移動します。

Citrix Virtual Desktops™をスケーリングをクリックします。

スケーリングのために割り当てられたデスクトップをフィルタリングする(/en-us/citrix-itsm-

adapter-service/media/help-desk-request-scaling.png)

1つ以上のフィルターを使用して、スケーリングする割り当て済みデスクトップを見つけま
す。

ユーザー（オプション）：ユーザーでフィルターにはいを選択し、拡大鏡アイコンをク
リックしてユーザーを選択します。

デリバリーグループ：ドロップダウンリストからグループを選択します。デフォルトで
は、すべてのグループが選択されます。

マシンカタログ: ドロップダウンリストからカタログを選択します。デフォルトでは、すべ
てのカタログが選択されています。

割り当てられたデスクトップのフィルタリングされたリストで、スケールするデスクトップを
選択します。

注:

マシンカタログでVMリサイズが有効になっていない場合、ITSMサービス管理者に連絡す
るよう促すエラーメッセージが表示されます。

VMリサイズオプションドロップダウンリストから、希望のサイズを選択します。

スケジュールされたリサイズについて、開始時刻と終了時刻を指定します。

右上隅にある注文を今すぐクリックします。

リクエストは承認のためにユーザーリクエストメニューに表示されます。
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•

注:

リソースマネージャーがリクエストを承認した後、デスクトップのスケーリングはスケ
ジュールされた期間に実行されます。

リソースマネージャー - 承認と管理
Citrix ITSMリソースマネージャーとして、アプリとデスクトップのリクエストを承認し、アプリと
デスクトップを再利用できます。

必要な役割
次のいずれかのCitrix ITSMロールが必要です。

リソースマネージャー ( x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_resource_manager )

オペレーター ( x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_operator )

管理者 ( x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_admin )

従業員の退職処理
従業員が組織を離れる際は、「従業員の退職処理」サービスを開始して、セッションからログア
ウトさせ、アプリとデスクトップを再利用します。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

「Citrix IT Service Management Connector > Services > Citrix Virtual Apps and 

Desktops™」の順に選択して、その画面へ移動します。

Process employee separation をクリックします。

Userフィールドに退職する従業員のユニバーサルプリンシパル名を入力し、Searchをクリッ
クします。

ユーザーに関連付けられているリソースが表示されます。

セッション: このユーザーが起動したアクティブなセッションと切断されたセッションを表
示します。

割り当てられたデスクトップ: このユーザーに割り当てられたデスクトップを表示します。

利用可能なデスクトップ: このユーザーが起動する権限を持つデスクトップを表示します。

利用可能なアプリケーション: このユーザーが起動する権限を持つアプリケーションを表示
します。
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6.
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1.

2.

3.

4.

•

•

•

5.

6.

プロビジョニング解除タイプリストから、オプションを選択します。

デスクトップを削除する

デスクトップを保持しますが、ユーザー割り当てを削除します

送信をクリックします。

静的VDIデスクトップのプロビジョニング解除
静的VDIデスクトップをプロビジョニング解除して、次の方法でリソースを回収できます。

必要に応じて静的デスクトップをプロビジョニング解除する

アイドル状態の静的デスクトップをプロビジョニング解除する

静的VDIデスクトップの詳細については、VDIデスクトップを参照してください。

注:

Citrix DaaSに展開されている静的デスクトップのみをプロビジョニング解除できます。

必要に応じて静的デスクトップをプロビジョニング解除する

必要なときにリソースを回収するために、静的デスクトップのプロビジョニングを解除できます。
たとえば、従業員が組織を離れる場合などです。

ServiceNow Service Management Portal にサインインします。

「Citrix IT Service Management Connector > Services > Citrix Virtual Apps and Desktops

」の順に選択して、その画面へ移動します。

静的デスクトップのプロビジョニングを解除をクリックします。

次のフィルターを使用して、ターゲットデスクトップを見つけます。

User: デスクトップを使用しているユーザーを選択します。このフィルターを無視するに
は、Allを選択します。

Delivery Group: (オプション) デスクトップが属するデリバリーグループを選択します。

Machine Catalog: (オプション) デスクトップが属するマシンカタログを選択します。

検索結果フィールドには、選択した検索条件を満たす静的デスクトップが表示されます。

Search Resultsフィールドで、ターゲットデスクトップを選択します。

Deprovisioning Typeリストから、目的のタイプを選択します。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-daas/delivery-methods.html#vdi-desktops
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1.

2.

デスクトップを削除する

デスクトップを保持するが、ユーザー割り当てを削除する

Updateをクリックします。

プロビジョニング解除タスクがバックグラウンドで実行を開始します。タスクの進行状況を確
認するには、User Requestsメニューに移動します。タスクが完了すると、このリクエストの
StateフィールドにClosed Completeと表示されます。

アイドル状態の静的デスクトップのプロビジョニング解除

プロビジョニング解除リストメニューは、アイドル状態の静的デスクトップを表示およびプロビ
ジョニング解除するための一元的な場所を提供します。Citrix ITSM管理者がデリバリーグループの
自動プロビジョニング解除を有効にしている場合、このグループのアイドル状態のデスクトップ
は自動的にプロビジョニング解除されます。

注:

Citrix ITSM管理者は、デリバリーグループに基づいてアイドル状態の静的デスクトップのプ
ロビジョニング解除を有効にできます。詳細については、「アイドル状態のデスクトップの
プロビジョニング解除を有効にする」を参照してください。

アイドル状態のデスクトップのプロビジョニングを解除するには、次の手順に従います。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

Citrix IT Service Management Connector > プロビジョニング解除リストに移動します。
「プロビジョニング解除リスト」ページが表示されます。

このリストのデスクトップには、次の状態があります。
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5.
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•

•

•

•

プロビジョニング解除対象としてフラグ付け済み。デスクトップがまもなくプロビジョニ
ング解除の準備が整うことを示します。

プロビジョニング解除準備完了。デスクトップがプロビジョニング解除の準備が整ってい
ることを示します。

プロビジョニング解除完了。デスクトップが正常にプロビジョニング解除されたことを示
します。

状態フィールドにプロビジョニング解除準備完了と表示されているアイドル状態のデスクトッ
プレコードを選択します。

リストの左下にある選択した行に対するアクションリストから、必要に応じてプロビジョニン
グ解除タイプを選択します。

デスクトップを削除します

デスクトップは保持するが、ユーザー割り当てを削除する

または、Associated User フィールドをクリックしてデスクトップの詳細ページを開き、その
ページの下部にある Remove the desktop または Keep the desktop but remove the user 

assignment をクリックすることもできます。

Update をクリックします。

プロビジョニング解除タスクがバックグラウンドで実行を開始します。タスクが完了すると、
このレコードの フィールドに「Completed Deprovisioning」と表示されます。

ユーザーリクエストを承認する
リソースマネージャーとして、エンドユーザーまたはITヘルプデスクから提出されたリクエストを
確認し、承認できます。これらのリクエストを管理および処理するには、次のタスクを使用しま
す。

ユーザーリクエストの詳細を表示する

デスクトップリクエストを承認する

アプリケーションリクエストを承認する

MCSで作成されたマシンのリクエストを承認する

デスクトップスケーリングのリクエストを承認する
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ユーザーリクエストの詳細を表示する

エンドユーザーまたはITヘルプデスクがリクエストを送信した後、User Requests メニューでリ
クエストの詳細を表示できます。たとえば、ユーザーリクエストの処理状態を表示できます。
Report Citrix session failures  リクエストの場合、トラブルシューティングのためにCitrix 

DaaSコンポーネントからのセッションログを表示できます。これらのコンポーネントには、
Delivery Controller™、Citrix Health Checkサービス（該当する場合）などが含まれます。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

Citrix IT Service Management Connector > ユーザーリクエスト に移動します。

表示される「ユーザーリクエスト」ページで、各リクエストの「状態」フィールドを表示しま
す。

保留中。リクエストが承認待ちであることを示します。

進行中。リクエストは承認されましたが、リソースはまだ割り当てられていないことを示
します。

完了済み。リクエストが正常に完了し、クローズされたことを示します。

不完全なクローズ。リクエストはクローズされましたが、正常に完了しなかったことを示
します。

デスクトップリクエストを承認する

「ユーザーリクエスト」メニューから、デスクトップリクエストを表示および承認できます。

注：

デフォルトでは、デスクトップリクエストを承認すると、ユーザーはこのデスクトップを含
むデリバリーグループに追加されます。ただし、組織がADグループを使用してユーザー割り
当てを管理している場合は、それらのADグループにユーザーを追加することを選択できま
す。ADグループへのユーザー追加をサポートするには、次のいずれかの方法を使用してAD

操作を有効にします。

AD操作にServiceNowを使用する：ServiceNowで「Active Directory Automation」ソリュー
ションをアクティブ化します。詳細については、このServiceNow記事を参照してください。

AD操作にITSMを使用する：「Enable AD Operation via ITSM」プロパティを有効にします。
この構成では、Citrix Identityサービスを使用してADサーバーに接続します。詳細については、
「ITSMを介したAD操作の有効化」を参照してください。

手順：

https://docs.servicenow.com/bundle/tokyo-servicenow-platform/page/administer/orchestration-activities/concept/c_OrchActiveDirectoryActivities.html
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a.

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

Citrix IT Service Management Connector > ユーザーリクエスト に移動します。

表示される「ユーザーリクエスト」ページで、「状態」が「オープン」である「デスクトップ
をリクエスト」レコードを見つけます。

リクエストIDの横にある情報アイコンをクリックし、 をクリックします。リクエストページが
表示されます。

マシンカタログのマシンが不足しているというプロンプトが表示された場合は、メッセージに
記載されているハイパーリンクをクリックして、すぐにマシン作成リクエストを作成できま
す。または、現在のデスクトップリクエストを完了した後で、後からマシン作成リクエストを
開始することもできます。詳細な手順については、「MCSで作成されたマシンをリクエストす
る」を参照してください。

このリクエストを承認し、表示されているデリバリーグループにユーザーを追加するには、 を
クリックします。

このリクエストを承認し、デスクトップを使用する権限を持つADグループにユーザーを追加
するには、次の手順に従います。

リストからADグループを選択します。ドロップダウンリストには、デスクトップを使用す
る権限を持つADグループが表示されます。
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注：

ITSMコネクタは、Citrix Cloudから構成（ADグループ情報を含む）を定期的に同期しま
す。現在の同期サイクルは4時間です。

をクリックします。

タスクが完了すると、 フィールドで結果（成功または失敗）を確認できます。

アプリケーションリクエストの承認

メニューから、アプリケーションリクエストを表示および承認できます。リクエストを承認する
際は、デリバリーグループ、アプリケーショングループ、またはADグループにユーザーを追加し
て、アプリケーションをユーザーに割り当てる必要があります。

注：

ユーザーをADグループに追加する機能をサポートするには、AD操作を承認するために次の
いずれかのオプションを構成します。

ServiceNowをAD操作に使用する: ServiceNowでActive Directory Automationソリューショ
ンをアクティブ化します。詳細については、このServiceNowの記事を参照してください。

ITSMをAD操作に使用する: 「Enable AD Operation via ITSM」プロパティを有効にします。
この構成では、Citrix Identityサービスを使用してADサーバーに接続します。詳しくは、
「ITSMを介したAD操作の有効化」を参照してください。

手順:

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

シトリックス ITサービスマネジメント コネクタ > ユーザーリクエスト に移動します。

表示されるUser Requestsページで、StateがOpenであるRequest Applicationsレコードを見
つけます。

アプリケーション要求IDの横にある情報アイコンをクリックし、Open Recordをクリックし
ます。要求の詳細が表示されます。

https://docs.servicenow.com/bundle/tokyo-servicenow-platform/page/administer/orchestration-activities/concept/c_OrchActiveDirectoryActivities.html
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以下のグループにユーザーを追加して、アプリケーションをユーザーに割り当てます。

Active Directoryグループにユーザーを追加。タブをクリックします。要求されたアプリ
ケーションを使用する権限を持つActive Directoryグループが表示されます。ユーザーをい
ずれかのグループに追加するには、グループ名の下にあるロックアイコンをクリックしま
す。

デリバリーグループにユーザーを追加。タブをクリックします。要求されたアプリケー
ションを含むデリバリーグループが表示されます。ユーザーをいずれかのグループに追加
するには、グループ名の下にあるロックアイコンをクリックします。

アプリケーショングループにユーザーを追加。タブをクリックします。要求されたアプリ
ケーションを含むアプリケーショングループが表示されます。ユーザーをいずれかのグ
ループに追加するには、グループ名の下にあるロックアイコンをクリックします。
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•

•

•

6.

1.

2.

3.

4.

注:

デフォルトでは、ITSMコネクタはCitrix DaaSデータをServiceNowに4時間ごとに定
期的に同期します。

ユーザーを2種類以上のグループに追加する場合、ADグループはデリバリーグループ
およびアプリケーショングループよりも優先順位が高くなります。後者2つは同じ優
先順位です。

ユーザーをグループに追加すると、そのグループに関連付けられているすべてのリ
ソース（アプリケーションだけでなく）がユーザーに割り当てられます。不要なアプ
リケーションが割り当てられるのを避けるために、よりきめ細かいグループを作成し
てください。

「更新」をクリックします。

タスクが完了すると、コメントフィールドに結果（成功または失敗）が表示されます。

MCSで作成されたマシンの要求を承認する

「ユーザー要求」メニューから、MCSで作成されたマシンの要求を承認できます。

注：

MCSで作成されたマシンを要求する権限もあります。詳しくは、「MCSで作成されたマシン
を要求する」を参照してください。

手順：

要求を承認する前に、要求されたマシンが属するドメインの資格情報を取得します。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

「Citrix IT Service Management Connector > ユーザー要求」に移動します。

マシン作成要求のレコードを開きます。「要求されたアイテム」ページが表示されます。
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5. ドメイン資格情報を入力し、右上隅にある「更新」をクリックします。

マシン作成はバックグラウンドで実行を開始します。完了すると、コメントフィールドに結果
（成功または失敗）が表示されます。

注:

提供するドメイン資格情報は一度限りの使用です。ServiceNowインスタンスはそれらを保存
またはキャッシュしません。

デスクトップスケーリングの要求を承認する

ユーザーリクエストメニューから、デスクトップスケーリングのリクエストを表示および承認で
きます。
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1.

2.

3.

4.

5.

•

•

•

1.

2.

注:

デスクトップスケーリングは、要求を承認した後、スケジュールされた期間に発生します。

手順:

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

シトリックス ITサービスマネジメント コネクタ > ユーザーリクエスト に移動します。

表示されるユーザーリクエストページで、状態がオープンのScale Citrix Virtual Desktops™

レコードを見つけます。

リクエストIDの前の情報アイコンをクリックし、レコードを開くをクリックしてリクエストの
詳細を表示します。

要求の詳細を確認し、要求を承認または拒否します。

状態フィールドは、リクエストのステータスと進行状況を示します。

スキップしてクローズ済み: リクエストは拒否されました。

進行中: リクエストは承認されましたが、デスクトップスケーリングはまだ完了していませ
ん。

完了済み: リクエストが承認され、デスクトップのスケーリングが完了しました。

Citrix DaaS展開情報を表示する
Studio Dashboardは、Citrix DaaS展開からのデータを表示するための一元的な場所を提供しま
す。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

Citrix IT Service Management Connector > Studio Dashboardに移動します。Studio 

Dashboardページがタブとともに表示されます。各タブには、アプリとデスクトップの配信情
報の種類が表示されます。
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•

•

•

•

•

詳細を表示するには、次のいずれかのタブをクリックします。

公開アプリケーション

公開デスクトップ

マシンカタログ

デリバリーグループ

アプリケーショングループ

注：

ServiceNowインスタンスにCitrix ITSMコネクタ22.6以降がインストールされている場
合、VDA情報などのタブがこのダッシュボードに表示されることがあります。これらの
タブは、ITSM管理者が対応するデータインポートポリシーを設定した後にのみ表示され
ます。詳細については、「CitrixデータをServiceNowにインポートする」を参照してくだ
さい。
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◦

◦

 

イベントマネージャー - Citrixのアラート
と通知を管理する

Citrixイベントマネージャーとして、ServiceNow Service Portalを通じて以下のCitrixアラートと通
知を管理および監視できます。

Citrix DaaSおよびCitrix Virtual Apps and Desktops™からのアラート

Citrix Cloud™からの通知

Citrix Application Delivery Management (ADM)からのイベント

status.cloud.comからのアラートと通知

この記事では、以下の方法について説明します。

アラートおよび通知ポリシーをカスタマイズする

Citrixアラートと通知を監視する

必要な役割
以下のいずれかのCitrix ITSM役割が必要です。

イベントマネージャー ( x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_event_manager )

オペレーター ( x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_operator )

管理者 ( x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_admin )

アラートおよび通知ポリシーをカスタマイズする
ポリシーをカスタマイズして、以下を制御できます。

どの警告と通知をServiceNowインスタンスに同期するか。詳細については、以下を参照してく
ださい。

警告ポリシーのカスタマイズ

通知ポリシーのカスタマイズ
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•

•

•

•

•

1.

2.

3.

4.

5.

メンテナンスウィンドウを定義して、警告と通知の作成を抑制するかどうか。詳細について
は、Citrixメンテナンスウィンドウの構成を参照してください。

ServiceNowが受信するCitrix ADMイベントをどのように処理するか。詳細については、ADM

イベントポリシーのカスタマイズを参照してください。

status.cloud.comからServiceNowインスタンスに同期されるCitrix Cloudヘルスインシデント。
詳細については、Citrix Cloudヘルスインシデントポリシーの作成を参照してください。

警告ポリシーのカスタマイズ
Citrix DaaS™ポータルでは、管理者が作成した警告ポリシーに基づいて警告が生成されます。
Citrix ITSM Adapterサービスは、Citrix DaaSポータルからServiceNowインスタンスにすべての警
告ポリシーを12時間ごとに自動的に同期します。Citrix ITSMイベントマネージャーとして、警告ポ
リシーに基づいて同期する警告を選択できます。

警告ポリシーの詳細については、Citrix Virtual Apps and Desktopsドキュメント – Directorおよび
Citrix DaaSドキュメント – Monitorの記事を参照してください。

警告ポリシーに対応する警告をServiceNowに同期し、アラートと通知のダッシュボードに表示す
るには、ServiceNowまたはCitrix Monitorのいずれかから統合を構成します。

Citrix Monitorから、Monitorドキュメントの警告と通知を参照してください。

ServiceNowから、次の手順に従います。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

左ペインで、Citrix IT Service Management Connector > Alerts and Notifications 

Configuration > CVAD Alert Policiesを選択します。CVAD Alert Policiesページが表示さ
れ、ポリシーはTarget Kindでグループ化されています。

ServiceNowのCitrixアラートポリシー(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/citrix-alert-

policies-in-servicenow.png)

Citrix DaaSからアラートポリシーをすぐに更新するには、Refreshをクリックします。

必要に応じてポリシー名リンクをクリックします。対象のアラートポリシーウィンドウが表示
されます。

ページ下部のEnable Monitorをクリックします。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-virtual-apps-desktops/director/site-analytics/alerts-notifications.html
https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-daas/monitor/site-analytics/alerts-notifications.html
https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-daas/monitor/site-analytics/alerts-notifications.html#configure-alerts-policies-with-servicenow
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6.

a.

b.

c.

d.

e.

7.

注：

監視を有効にすると、Citrix DirectorにWebhookが自動的に作成されます。Citrix Director

のWebhookを手動で作成した場合、それは上書きされます。

ポリシーに関連付けられたアラートのインシデントを作成するには、次の手順に従います。

Create Incidentを選択します。

Create Incidents forリストから、インシデントを作成するアラートを選択します。オプ
ションには、Critical AlertsとAll Alertsがあります。

作成するインシデントのCategory、Impact、およびUrgencyを選択します。

（オプション）Assignment groupフィールドに、インシデントを割り当てるアサインメ
ントグループの名前を入力します。次に、検索アイコンをクリックしてグループを検索
し、選択します。

（オプション）Assign toフィールドに、インシデントを割り当てるITメンバーの名前を入
力します。次に、検索アイコンをクリックしてメンバーを検索し、選択します。

Updateをクリックします。

選択したポリシーに対応するアラートは、ServiceNowインスタンスに同期されます。Citrix 

ITSMオペレーターは、Citrix IT Service Management Connector > Alerts and Notifications

ページでそれらを確認できます。

アラートポリシーに対応するアラートの監視を停止するには、ポリシーを開いてからDisable 

Monitorをクリックします。

通知ポリシーをカスタマイズする
Citrix Cloud通知は、新しいCitrix Cloud機能やマシンの問題など、管理者の注意が必要な問題やイ
ベントに関する情報を提供します。Citrix Cloud通知は、Citrix Cloud内の任意のサービスから送信
されます。Citrix ITSMイベントマネージャーとして、Citrix Cloud通知の属性に基づいて
ServiceNowがそれらを処理する方法を制御するポリシーを定義できます。処理アクションには、
無視、監視の有効化、インシデントの作成が含まれます。

注記：

受信した通知にポリシーが適用されない場合、ServiceNowは自動的にその通知を無視しま
す。
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1.

2.

3.

4.

•

•

•

5.

6.

•

•

•

Citrix Cloud通知の詳細については、このCitrix Cloud documentation - Notificationsの記事を参照し
てください。

Citrix Cloud通知のポリシーを作成するには、次の手順に従います。

ServiceNowサービス管理ポータルにサインインします。

左ペインで、シトリックス IT サービスマネジメント コネクタ > アラートと通知の構成 > シト
リックス クラウド通知ポリシーを選択します。

表示されるCitrix Cloud Notification Policiesページで、新規をクリックします。新しいポリ
シーページが表示されます。

ポリシーに関する一般情報を次のように定義します。

顧客リストから、管理したいCitrix Cloudアカウントを選択します。

ポリシー名フィールドに、ポリシーのわかりやすい名前を入力します。

ポリシー優先度フィールドに、ポリシーの優先度を示す数値を入力します。数値が小さい
ほど、優先度が高くなります。2つのポリシーが同じ通知に適用される場合、優先度が高い
方（数値が小さい方）が優先されます。

Notification Attributesタブで、通知に一致する属性値を指定します。SeverityおよびPriority

以外の属性については、キーワードまたは正規表現を入力します。

「ServiceNow Action」タブで、ターゲット通知に対してServiceNowに実行させたいアク
ションを選択します。

無視。ターゲット通知を無視します。

ダッシュボードに表示。アラートと通知ダッシュボードにターゲット通知を表示します。

インシデントを作成。各通知イベントに対してServiceNowインシデントを作成します。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-cloud/citrix-cloud-management/notifications.html
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7.

•

•

•

8.

1.

2.

3.

アクションとしてインシデントを作成を選択した場合、必要に応じてインシデントを定義しま
す。

インシデントのカテゴリ、影響度、緊急度を選択します。

インシデントをアサインメントグループに割り当てるには、「アサインメントグループ」
フィールドで検索アイコンをクリックし、グループを選択します。

インシデントを個人に割り当てるには、「担当者」フィールドで検索アイコンをクリック
し、個人を選択します。

作成をクリックします。ポリシーが「Citrix Cloud Notification Policies」ページに表示され
ます。

注:

ポリシーを作成すると、Citrix Cloud通知にWebhookが自動的に作成されます。Citrix Cloud通
知に手動でWebhookを作成した場合、それは上書きされます。

Citrixメンテナンスウィンドウを構成する
デフォルトでは、Citrix ITSMコネクタプラグインは、すべてのCitrixアラートまたは通知に対して
インシデントを生成します。メンテナンス中の混乱を避けるため、Citrixメンテナンスウィンドウ
を構成してください。これらの期間中、プラグインはアラートと通知に対するインシデントの生
成を停止します。

メンテナンスウィンドウを作成するには、次の手順に従います。

ServiceNowサービス管理ポータルにサインインします。

左ペインで、Citrix IT Service Management コネクタ > アラートと通知の構成 > Citrix メン
テナンスウィンドウ を選択します。

表示されるCitrix Maintenance Windowsページで、Newをクリックします。設定ページが表
示されます。
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•

•

5.

ウィンドウに関する一般情報を次のように定義します。

Customerリストから、管理するCitrix Cloudアカウントを選択します。

Descriptionフィールドに、このメンテナンスウィンドウのわかりやすい名前を入力しま
す。

Repeatフィールドで、メンテナンスイベントが繰り返される頻度を選択します。たとえ
ば、Daily (at the same time each day)、Weekly (on the same day each week)、
Monthly (on the same day of each month)、またはNeverです。

**Start Time (UTC)およびEnd Time (UTC)**フィールドで、メンテナンスウィンドウの開始
時刻と終了時刻を選択します。

Submitをクリックします。

ADMイベントポリシーをカスタマイズする
デフォルトでは、Citrix ITSMコネクタプラグインは、受信するADMイベントごとに事前定義され
たServiceNowインシデントを作成します。ITSM Adapterサービス22.6以降、イベント属性に基づ
いてServiceNowがADMイベントを処理する方法を制御するポリシーを定義できます。処理アク
ションには、無視、監視の有効化、インシデントの作成が含まれます。
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•

1.

2.

3.

4.

•

•

•

5.

6.

•

•

注：

受信したイベントにポリシーが適用されない場合、ServiceNowは自動的に事前定義され
たインシデントを作成します。インシデントカテゴリ：なし、影響度：2 - 中、緊急度：
2 - 中。

Citrix Cloud管理者は、ServiceNowに同期されるCitrix ADMイベントの種類を制御しま
す。詳細については、Citrix Application Delivery ManagementドキュメントのServiceNow

インスタンスとの統合を参照してください。

ADMイベントポリシーを作成するには、次の手順に従います。

ServiceNow Service Management Portal にサインインします。

左側のペインで、Citrix IT Service Management コネクタ > アラートと通知の構成 > Citrix 

ADM イベントポリシー を選択します。

表示される Citrix ADM Event Policies ページで、New をクリックします。新しいポリシー
ページが表示されます。

Citrix ADM イベントポリシー (/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/citrix-adm-event-

policies.png)

ポリシーに関する一般情報を次のように定義します。

Customer リストから、管理する Citrix Cloud アカウントを選択します。

Policy Name フィールドに、ポリシーのわかりやすい名前を入力します。

Policy Priority フィールドに、ポリシーの優先度を示す数値を入力します。数値が小さい
ほど優先度が高くなります。2つのポリシーが同じイベントに適用される場合、優先度が高
い方（数値が小さい方）が優先されます。

Event Attributes タブで、イベント属性の値を指定してイベントを照合します。Severity 以外
の属性については、キーワードまたは正規表現を入力します。

ADM イベント属性の詳細については、Citrix Application Delivery Management ドキュメントの
イベントルールの作成 を参照してください。

ServiceNow Action タブで、ターゲットイベントに対して ServiceNow に実行させたいアク
ションを選択します。

無視: ターゲットイベントを無視します。

ダッシュボードに表示: アラートと通知 ページにターゲットイベントを表示します。

https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-application-delivery-management-service/setting-up/integrate-itsm-adapter-citrix-adm-servicenow.html
https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-application-delivery-management-software/current-release/networks/events/create-event-rules.html
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•
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•

•

インシデントの作成: 各ターゲットイベントに対して ServiceNow インシデントを作成しま
す。

アクションとして インシデントの作成 を選択した場合、必要に応じてインシデントを定義し
ます。

インシデントのカテゴリ、影響度、緊急度を選択します。

インシデントをアサインメントグループに割り当てるには、アサインメントグループ
フィールドで検索アイコンをクリックし、グループを選択します。

インシデントを個人に割り当てるには、担当者フィールドで検索アイコンをクリックし、
担当者を選択します。

作成をクリックします。ポリシーがCitrix ADMイベントポリシーページに表示されます。

Citrixヘルスインシデントポリシーを作成する
<https://status.cloud.com> は、Citrix Cloudサービスの停止や問題に関するヘルスインシデ

ントを生成します。ポリシーを作成することで、これらのインシデントをServiceNow Service 

Management Portalに同期して、監視および追跡できます。

Citrix Cloudヘルスインシデントポリシーを作成するには、次の手順に従います。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

左ペインで、Citrix IT Service Management Connector > アラートと通知の構成 > Citrix 

Cloudヘルスインシデントポリシーを選択します。

表示されたページで、新規をクリックします。新しいポリシーページが表示されます。

ポリシーの一般情報を次のように入力します。

顧客リストから、管理するCitrix Cloudアカウントを選択します。

名前フィールドに、ポリシーのわかりやすい名前を入力します。

ポリシーの優先度フィールドに、ポリシーの優先度を示す数値を入力します。数値が小さ
いほど優先度が高くなります。2つのポリシーが同じインシデントに適用される場合、優先
度が高い方（数値が小さい方）が優先されます。

イベント属性タブで、属性を選択して同期するCitrix Cloudヘルスインシデントを指定します。

サービス名: ロック解除アイコンをクリックし、インシデントの発生元となるサービスを選
択した後、ロックアイコンをクリックします。

リージョン: ロック解除アイコンをクリックし、インシデントが属するリージョンを選択し
た後、ロックアイコンをクリックします。
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イベントの種類: ロック解除アイコンをクリックし、インシデントの種類を選択した後、
ロックアイコンをクリックします。

ServiceNowアクションタブで、ステップ5で指定されたCitrix Cloudヘルスインシデントを
ServiceNowがどのように処理するかを選択します。

ServiceNowアクションフィールドで、必要に応じてServiceNowアクションを選択しま
す。

ダッシュボードに表示。 アラートと通知ダッシュボードにインシデントを表示しま
す。

インシデントを作成。 各ターゲットCitrix Cloudヘルスインシデントに対して
ServiceNowインシデントを作成します。

アクションとしてインシデントを作成を選択した場合、必要に応じてServiceNowインシデ
ントを定義します。

インシデントのカテゴリ、影響度、緊急度の値を選択します。

インシデントをアサインメントグループに割り当てるには、アサインメントグループ
フィールドで検索アイコンをクリックし、グループを選択します。

インシデントを個人に割り当てるには、担当者フィールドで検索アイコンをクリック
し、個人を選択します。

注：

Citrix Cloudヘルスインシデントに更新があった場合、最新データは対応するServiceNow

インシデントのコメントフィールドに自動的に表示されます。Citrix Cloudヘルスインシ
デントが解決されると、ServiceNowインシデントは自動的にクローズ済みとしてマーク
されます。

作成をクリックします。ポリシーはCitrix Cloudヘルスインシデントポリシーページに表示さ
れます。

Citrixアラートと通知を監視する
ITSM Adapterサービスを使用すると、ServiceNowインスタンスは、ITヘルプデスクがCitrix Cloud

からのアラート、通知、ADMイベントを監視するための一元的な場所を提供します。



Citrix ITSMアダプターサービス

© 1997–2026 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. 74

1.

2.

3.

•

•

•

•

4.
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注:

Citrix ITSMイベントマネージャーは、アラートと通知メニューに表示されるアラートと通知
を制御します。詳細については、「アラートと通知ポリシーのカスタマイズ」を参照してく
ださい。

手順:

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

左側のペインで、Citrix IT Service Management Connector > アラートと通知ダッシュボー
ドを選択します。アラートと通知ページが3つのタブとともに表示されます。各タブには、
Citrix Cloudからのメッセージの種類が表示されます。

詳細を表示するには、次のいずれかのタブをクリックします。

CVADアラート: Citrix DaaSおよびCitrix Virtual Apps and Desktopsからのアラート。

Citrix Cloud通知: Citrix Cloudからの通知。

ADMイベント: Citrix ADMからのイベント。

Citrix Cloudサービスイベント: <https://status.cloud.com> からのイベント。

Citrix ADMイベント用に作成されたインシデントの設定を変更するには、次の手順に従いま
す。

ADMイベントタブをクリックします。

表示されるADMイベントページで、イベントを見つけて、そのインシデントフィールドを
クリックします。
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c.

d.

表示されるインシデントページで、必要に応じてインシデントの設定を変更します。たと
えば、インシデントをアサインメントグループまたは担当者に割り当てます。

更新をクリックします。
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管理者 - Citrix ITSM設定の構成

この記事では、以下の管理者タスクを完了する方法について説明します。

Citrix DaaS™ データを手動で同期する

Citrix データをServiceNowにインポートする

Citrix Virtual Apps and Desktops™ のITサービスを管理する

ITSMコネクタの詳細設定を管理する

必要な役割
Citrix ITSM管理者ロール (x_cion_citrix_it_s.ctx_itsm_admin)

Citrix DaaSデータを手動で同期する
Citrix ITSMコネクタは、接続されているCitrix Cloud™ アカウントからStudio Dashboardメ
ニューに配信データを同期します。同期は4時間ごとに実行されます。Citrix ITSM管理者は、以下
の手順を使用してデータをすぐに同期できます。

ServiceNowサービス管理ポータルにサインインします。

Citrix IT Service Management Connector > ホーム に移動します。

Data Synchronizationタイルで、Refresh Dataをクリックします。

CitrixデータをServiceNowにインポートする
デフォルトでは、Citrix ITSMコネクタはCitrix DaaSからServiceNowインスタンスに5種類の展開
データをインポートします。詳細については、Citrix DaaS展開情報の表示を参照してください。
Citrix ITSMコネクタ22.6以降では、データインポートポリシーを構成することで、より多くの展開
データをインポートできます。

例えば、ポリシーを設定することで、Citrix DaaSからVDAおよびライセンス情報をServiceNowイ
ンスタンスにインポートできます。

VDA情報のインポート

ライセンス情報のインポート
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注:

Citrix ITSMコネクタは、VDA情報とライセンス情報をそれぞれ保存するための2つの
ServiceNowテーブルを提供します。開発者は、カスタムITSMワークフローを作成したり、
構成管理データベースで資産情報を更新したりする際に、これらのテーブルを呼び出すこと
ができます。詳細については、Citrix ITSM開発者向けドキュメントのServiceNowテーブルを
参照してください。

VDA情報のインポート
データインポートポリシーを使用すると、Citrix CloudアカウントからServiceNowインスタンスに
VDA情報を毎日インポートできます。

データインポートポリシーを作成するには、次の手順に従います。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

Citrix IT Service Management Connector > Configurations > Data Import Policiesに移動
します。データインポートポリシーページが表示されます。

右上隅にある新規をクリックします。次のページが表示されます。

顧客フィールドで、管理するCitrix Cloudアカウントを選択します。

ポリシー名フィールドに、ポリシーのわかりやすい名前を入力します。

ポリシータイプリストから、VDA情報のインポートを選択します。

「Optional Fields」フィールドで、インポートする追加フィールドを次のように選択します。

ロックアイコンをクリックします。

表示されるリストから、インポートするフィールドを選択します。

アンロックアイコンをクリックして変更を保存します。

https://developer.cloud.com/citrixworkspace/citrix-itsm-adapter-service/docs/servicenow-tables
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注:

デフォルトでは、ポリシーはマシン名、デスクトップグループ名など、いくつかの
VDAフィールドを自動的にインポートします。

インストールされているCitrix ITSMコネクタプラグインがバージョン22.6の場合、ポ
リシーを有効にするには、少なくとも1つのオプションフィールドを追加する必要が
あります。この制限を解除するには、プラグインをバージョン22.9以降にアップグ
レードしてください。

より多くのフィールドをインポートすると、ストレージ容量、処理能力、ネットワー
ク帯域幅など、ServiceNowインスタンスのリソースがより多く消費されます。

「Daily Run Time」ドロップダウンリストから、インポートタスクを実行する時刻を選択し
ます。

ポリシー作成後すぐにVDAをServiceNowにインポートするには、「Refresh All Data 

Immediately」を選択します。

「Submit」をクリックします。

Studioダッシュボードページに新しいタブ「Published VDI List」が表示され、ITヘルプデス
クはVDAマシン情報を表示できます。インポートされたVDAデータは、
x_cion_citrix_it_s_citrix_vdis データベーステーブルにも保存されます。詳細について

は、Citrix ITSM開発者ドキュメントを参照してください。

データインポートポリシーを作成すると、最初のインポートでCitrix Cloudアカウントからすべて
のVDAレコードがServiceNowインスタンスにロードされます。その後のインポートでは、前回の
インポート以降に追加されたVDAレコードのみがロードされます。必要に応じて、ServiceNowの
既存のVDAデータをCitrix Cloudの最新データで更新できます。

Citrix Cloudの最新データでServiceNowのVDAデータを更新するには、次の手順に従います。

「Citrix IT Service Management Connector > Configurations > Data Import Policies」に
移動します。「Data Import Policies」ページが表示されます。

必要に応じてポリシーを開きます。

Refresh All Data Immediately を選択します。

Update をクリックします。

https://developer.cloud.com/citrixworkspace/citrix-itsm-adapter-service/docs/servicenow-tables#table-label-citrix-vdis
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ライセンス情報のインポート
Citrixアプリおよびデスクトップライセンスの毎日の使用状況データをインポートするには、次の
手順に従います。

Citrix IT Service Management Connector > Configurations > Data Import Policies に移動
します。「Data Import Policies」ページが表示されます。

右上隅にある New をクリックします。「New Record」ページが表示されます。

Customer フィールドで、管理するCitrix Cloudアカウントを選択します。

Policy Name フィールドに、ポリシーのわかりやすい名前を入力します。

Policy Type リストから、Import License Info を選択します。

License Type リストから、インポートするライセンスの種類を選択します。

詳細については、Citrix Licensingドキュメントのライセンスの種類を参照してください。

Submit をクリックします。

インポートされたライセンス使用状況データは、 x_cion_citrix_it_s_cvad_active_use

データベーステーブルに保存されます。このテーブルの詳細については、Citrix ITSM開発者向
けドキュメントを参照してください。ライセンス使用状況データの詳細については、Citrix 

Cloudドキュメントのクラウドサービスのライセンスとアクティブな使用状況の監視を参照し
てください。

Citrix Virtual Apps and DesktopsのITサービスを管理する
Citrix Virtual Apps and Desktops の IT サービスを管理するには、「Studio Dashboard」を使用し
ます。以下を含みます。

ユーザー要求に対するアプリケーションとデスクトップの可用性を設定する

アプリケーションの自動承認を有効にする

デスクトップの自動承認を有効にする

アイドル状態のデスクトップのプロビジョニング解除を有効にする

VM のサイズ変更を有効にする

https://docs.citrix.com/jp/ja/licensing/current-release/license-types.html
https://developer.cloud.com/citrixworkspace/citrix-itsm-adapter-service/docs/servicenow-tables
https://docs.citrix.com/jp/ja/citrix-cloud/citrix-cloud-management/citrix-cloud-service-license-usage.html
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ユーザー要求に対するアプリケーションとデスクトップの可用性を設定
する
デフォルトでは、公開されているすべてのアプリケーションとデスクトップは、ユーザー要求に対
して利用できません。必要に応じて、それらの可用性を有効にできます。詳細な手順は次のとおり
です。

ServiceNow Service Management Portal にサインインします。

Citrix IT Service Management Connector > Studio ダッシュボード に移動します。

必要に応じて、「Published Applications」タブまたは「Published Desktops」タブをク
リックします。

アプリケーションまたはデスクトップを見つけ、「Published Name」フィールドをクリック
します。アプリケーションまたはデスクトップの情報ページが表示されます。

アプリケーションまたはデスクトップをユーザー要求に対して利用可能にするには、
「Availablility for requests」を選択します。

アプリケーションまたはデスクトップを要求リストから非表示にするには、「Available for 

requests」の選択を解除します。

「Update」をクリックします。

アプリケーションの自動承認を有効にする
デフォルトでは、アプリケーション要求には手動承認が必要です。アプリケーションの承認プロ
セスを省略するには、自動承認を有効にできます。詳細な手順は次のとおりです。

シトリックス IT サービス管理コネクタ > スタジオ ダッシュボード に移動します。

Published Applications タブをクリックします。

アプリケーションを見つけて、Published Name フィールドをクリックします。アプリケー
ション情報ページが表示されます。

Enable Automatic Approval を選択します。

リソースグループにユーザーを追加するためのルールを設定します。

AD Group for Automatic Approval。ロックアイコンをクリックし、次に Add/Move 

Multiple アイコンをクリックします。このアプリケーションを使用する権限を持つActive 

Directoryグループが表示されます。画面の指示に従って、必要に応じてグループを追加し
ます。

Delivery Group for Automatic Approval。ロックアイコンをクリックし、次に Add/Move 

Multiple アイコンをクリックします。このアプリケーションを使用する権限を持つデリバ
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リーグループが表示されます。画面の指示に従って、必要に応じてグループを追加しま
す。

Application Group for Automatic Approval。ロックアイコンをクリックし、次に Add/

Move Multiple アイコンをクリックします。このアプリケーションを使用する権限を持つ
アプリケーショングループが表示されます。画面の指示に従って、必要に応じてグループ
を追加します。

Update をクリックします。

デスクトップの自動承認を有効にする
デフォルトでは、デスクトップ要求には手動承認が必要です。デスクトップの承認プロセスを迅
速化するには、自動承認を有効にできます。詳細な手順は次のとおりです。

シトリックス IT サービス管理コネクタ > スタジオ ダッシュボード に移動します。

Published Desktops タブをクリックします。

デスクトップを見つけて、公開名フィールドをクリックします。デスクトップ情報ページが表
示されます。

自動承認を有効にするを選択します。

表示されているデリバリーグループにユーザーを追加するには、更新をクリックします。

デスクトップを使用する権限を持つADグループにユーザーを追加するには、次の手順に従い
ます。

代わりにADグループを追加を選択します。

自動承認用ADグループリストから、必要に応じてADグループを選択します。このリスト
には、デスクトップを使用する権限を持つADグループが表示されます。

更新をクリックします。

アイドル状態のデスクトップのプロビジョニング解除を有効にする
アイドル状態のデスクトップのプロビジョニング解除により、リソースマネージャーはアイドル状
態のリソースを回収し、リソース利用率を向上させることができます。デリバリーグループに基づ
いて、アイドル状態のデスクトップのプロビジョニング解除を有効にできます。必要に応じて、自
動プロビジョニング解除を有効にすることもできます。



Citrix ITSMアダプターサービス

© 1997–2026 Citrix Systems, Inc. All rights reserved. 82

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

•

•

8.

注：

アイドル状態のデスクトップのプロビジョニング解除は、静的VDIデスクトップでのみサ
ポートされています。

詳細な手順は次のとおりです。

Citrix IT Service Management Connector > Studio Dashboard へ移動してください。

デリバリーグループタブをクリックします。

割り当てタイプフィールドに静的と表示されているデリバリーグループを見つけて、名前
フィールドをクリックします。デリバリーグループの情報ページが表示されます。

デリバリーグループの名前をクリックする(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/clicking-

the-name-of-a-static-delivery-group.png)

Deprovisioningを有効にするを選択します。

表示される「アラート前のアイドル日数」フィールドで、必要に応じてデフォルト値を変更し
ます。

デリバリーグループ内のデスクトップが指定された日数を超えてアイドル状態になると、その
デスクトップはデプロビジョニングリストメニューに表示されます。その状態フィールドには
デプロビジョニング対象としてフラグ付け済みと表示され、デスクトップがまもなくデプロビ
ジョニングの準備が整うことを通知します。このような通知の生成を避けるには、「アラート
前のアイドル日数」を「0」に設定します。

表示される「デプロビジョニング前のアイドル日数」フィールドで、必要に応じてデフォルト
値を変更します。

デリバリーグループ内のデスクトップが指定された日数を超えてアイドル状態になると、その
デスクトップはデプロビジョニングリストメニューに表示されます。その状態フィールドには
デプロビジョニング準備完了と表示されます。

自動デプロビジョニングを有効にするには、自動デプロビジョニングを選択し、デプロビジョ
ニングの種類を選択します。

デスクトップを削除する

デスクトップは保持するが、ユーザー割り当てを削除する

「更新」をクリックします。
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VMのサイズ変更を有効にする
ITSM管理者として、MCSプロビジョニングされたマシンカタログのVMサイズ変更を有効にでき
ます。この機能を有効にすると、このカタログ内のマシンは指定したVMサイズにサイズ変更でき
ます。この機能により、ヘルプデスクとエンドユーザーは、ワークロードのニーズに合わせてデス
クトップのスケーリングを要求できます。

VMのサイズ変更を有効にするには、次の手順に従います。

シトリックス IT サービス マネジメント コネクタ > スタジオ ダッシュボードに移動します。

「マシンカタログ」タブをクリックします。

「Provisioning Type」フィールドに「MCS」と表示されているマシンカタログを見つけて、
「Name」をクリックします。マシンカタログの詳細ページが表示されます。

マシンカタログ名をクリックする(/en-us/citrix-itsm-adapter-service/media/enable-vm-

size-1.png)

「Enable VM Resize」を選択します。

表示される「Resize Type」フィールドで、サイズ変更に利用できるVMサイズを指定します。

ロックアイコンをクリックしてフィールドのロックを解除します。

「Select targe record」の横にある虫眼鏡アイコンをクリックして、利用可能なオプショ
ンを表示します。

リストからVMサイズオプションを選択します。

必要に応じて、手順b～cを繰り返してVMサイズオプションを追加します。

注:

選択されたサイズは、ヘルプデスクおよびエンドユーザーが要求できるVMサイズ変
更オプションを決定します。ワークロード要件に基づいてサイズを選択してくださ
い。

「Update」をクリックします。

これらの手順を完了すると、選択したマシンカタログでサイズ変更が有効になります。

ITSMコネクタの詳細設定を管理する
「Configurations > Properties」を使用してITSMコネクタの詳細設定を管理します。これには以
下が含まれます。
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リモートPowerShellを有効にする

Citrixアラートと通知の自動削除を有効にする

複数のADドメインを持つCitrix Cloudアカウントのサポートを有効にする

ITSM経由でのAD操作を有効にする

リモートPowerShellを有効にする
「Run PowerShell scripts on a machine」カスタムアクティビティをサポートするには、Citrix 

ITSMコネクタでリモートPowerShell機能を次のように有効にします。

ServiceNow Service Management Portalにサインインします。

左側のペインで、Citrix IT Service Management Connector > Configurations > Properties

を選択します。プラグインに追加したCitrix Cloudアカウントが一覧表示されたCitrix 

Customersページが表示されます。

顧客を見つけて、Display Nameをクリックします。顧客情報ページが表示されます。

Enable Remote PowerShellを選択します。

Updateをクリックします。

このカスタムアクティビティの詳細については、「Custom Activities and tables」を参照して
ください。

注：

設定は24時間後に有効になります。すぐに有効にするには、Cloud Connectorを再起動してく
ださい。

Citrixアラートと通知の自動削除を有効にする
Citrix ITSMコネクタは、Citrix CloudからServiceNowインスタンスに次のデータを同期し続けま
す。ストレージスペースを節約するために、そのデータの自動削除を有効にし、保持期間を指定で
きます。

Citrix DaaS および Citrix Virtual Apps and Desktops からのアラート

Citrix Cloud からの通知

Citrix Application Delivery Management (ADM) からのイベント

Citrix DaaS からのライセンス使用状況データ

Citrix データの自動削除を有効にするには、次の手順に従います。
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ServiceNow Service Management Portal にサインインします。

左側のペインで、Citrix IT Service Management Connector > Configurations > Properties

を選択します。Citrix Customers ページが表示され、プラグインに追加した Citrix Cloud アカ
ウントが一覧表示されます。

顧客を見つけて、Display Name をクリックします。顧客情報ページが表示されます。

Enable Data Auto-Deletion を選択します。

表示される Days of Retention フィールドに、保持期間を日数で入力します。

Update をクリックします。

複数の AD ドメインを持つ Citrix Cloud アカウントのサポートを有効に
する
複数 AD ドメインの Citrix Cloud アカウントでは、ユーザーはユーザー名とドメイン名で識別され
ます。ITSM コネクタプラグインがそれらのアカウントからユーザーセッションデータを取得でき
るようにするには、ユーザーの一意の ID として SAM Account Name または User Principal 

Name (UPN) を選択します。

サポートを有効にするには、次の手順に従います。

ServiceNow Service Management Portal にサインインします。

左ペインで、Citrix IT Service Management Connector > Configurations > Propertiesを選
択します。プラグインに追加したCitrix Cloudアカウントが一覧表示されたCitrix Customers

ページが表示されます。

複数のADドメインを持つ顧客を見つけ、Display Name をクリックします。顧客情報ページが
表示されます。

User Unique Identity リストから、sAMAccountNameまたはUPNを格納するフィールドを選
択します。オプションは、Organization > Users テーブルのフィールド名から取得されます。

Update をクリックして変更を保存します。

リスト内の他の複数のADドメインを持つ顧客については、それぞれの手順3～5を繰り返しま
す。

ITSMを介したAD操作を有効にする
アプリケーションとデスクトップのユーザー要求を承認する際、リソースマネージャーは、アプリ
ケーションまたはデスクトップを使用する権限を持つActive Directory（AD）グループにユーザー
を追加することで、ユーザーにアプリケーションとデスクトップを割り当てることができます。こ
の機能を有効にするには、次のいずれかの方法でAD操作を有効にする必要があります。
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AD操作にServiceNowを使用する：ServiceNowでActive Directory Automationソリューショ
ンをアクティブ化します。詳しくは、こちらのServiceNowの記事を参照してください。

AD操作にITSMを使用する：Enable AD Operation via ITSMプロパティを有効にします。この
構成では、Citrix Identityサービスを使用してADサーバーに接続します。

Enable AD Operation via ITSM プロパティを有効にするには、次の手順に従います。

ServiceNow Service Management Portal にサインインします。

左ペインで、Citrix IT Service Management Connector > Configurations > Propertiesを選
択します。プラグインに追加したCitrix Cloudアカウントが一覧表示されたCitrix Customers

ページが表示されます。

アカウントを見つけ、Display Name フィールドをクリックします。顧客情報ページが表示さ
れます。

AD Operation via ITSM を選択します。

表示されるAD AccountおよびAD Passwordフィールドに、ADグループにユーザーを追加す
る権限を持つ資格情報を入力します。

更新」をクリックします。

https://docs.servicenow.com/bundle/tokyo-servicenow-platform/page/administer/orchestration-activities/concept/c_OrchActiveDirectoryActivities.html
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アップグレード

Citrix ITSM Adapter serviceを新しいバージョンにアップグレードするには、対応するCitrix ITSM 

Connector plug-inをServiceNowインスタンスにインストールして構成します。

手順:

ServiceNow Storeから「Citrix」を検索してプラグインを見つけ、必要なバージョンをダウン
ロードします。

ServiceNowインスタンスにプラグインをインストールします。

詳細については、「Citrix ITSM Connector plug-inをインストールする」を参照してください。

サービス用に最初に生成したCitrix Cloud Service principal credentialsを取得し、プラグインに
追加します。

詳細については、「認証資格情報をプラグインに追加する」を参照してください。

アップグレードが完了します。
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カスタムアクティビティ、アクション、
およびテーブル

ITSMアダプターサービスは、Citrix ITSMコネクタプラグインを介して、一連のカスタムアクティ
ビティ、アクション、およびテーブルを提供します。これらを使用すると、開発者はニーズに最適
なCitrix ITSMワークフローを作成できます。

アクティビティを使用すると、開発者はServiceNow Workflow Editorを使用して、Citrixアプリ
およびデスクトップのワークフローを作成できます。

アクティビティはServiceNowワークフローの構成要素です。Citrix ITSMコネクタプラグイン
は、Citrixアプリおよびデスクトップ用のカスタムアクティビティを提供します。たとえば、
Get Sessionsアクティビティは、変数に基づいてCitrixアプリおよびデスクトップセッションに
関する情報を取得します。

アクションを使用すると、開発者はServiceNow Flow Designerを使用して、Citrixアプリおよび
デスクトップのワークフローを作成できます。

テーブルを使用すると、Citrix環境からデータを取得できます。

詳細については、Citrix ITSM開発者向けドキュメントを参照してください。

アクティビティ: マシン上でPowerShellスクリプトを実行す
る
マシン上でPowerShellスクリプトを実行するカスタムアクティビティを使用すると、ターゲット
マシン上でPowerShellスクリプトをリモートで実行できます。

概要
次の図は、このカスタムアクティビティの処理フローを示しています。

https://docs.servicenow.com/bundle/sandiego-servicenow-platform/page/administer/workflow/reference/workflow-editor.html
https://docs.servicenow.com/bundle/vancouver-build-workflows/page/administer/flow-designer/concept/flow-designer.html
https://developer.cloud.com/citrixworkspace/citrix-itsm-adapter-service/docs/overview
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詳細なプロセスは次のとおりです。

1および2: Citrix ITSMコネクタプラグインは、アクティビティからデータを収集し、Citrix 

ITSMアダプターサービスに送信します。

3: Citrix ITSMアダプターサービスは、受信したデータを解析し、ターゲットのCloud 

Connectorに送信します。

4: クラウドコネクタは受信したデータを解析し、実行のためにスクリプトをターゲットマシン
に配信します。

5, 6, および 7: ターゲットマシンはスクリプトを実行し、結果をServiceNowに返します。この
プロセスでは、HTTPS、WebSocket、およびWinRMプロトコルが使用されます。

このアクティビティには、以下のデータが含まれています。

顧客IDとリソースロケーションID。スクリプト配信のためのクラウドコネクタを特定します。

マシン名。スクリプトを実行するターゲットマシンを特定します。

ユーザー名とパスワード。マシン上でPowerShellを実行するための資格情報を特定します。

スクリプト。PowerShellスクリプトを特定します。

詳細については、Citrix ITSM開発者向けドキュメントのRun PowerShell scripts on a machineを参
照してください。

前提条件
このアクティビティを使用する前に、次の操作を行う必要があります。

Citrix ITSMコネクタでリモートPowerShellを有効にします。詳細については、Enable remote 

PowerShellを参照してください。

VDAマシンがリモートコマンドを受信できるようにします。詳細については、this Microsoft 

articleを参照してください。

https://developer.cloud.com/citrixworkspace/citrix-itsm-adapter-service/docs/custom-activities#run-powershell-scripts-on-a-machine
https://docs.microsoft.com/ja-jp/powershell/module/microsoft.powershell.core/enable-psremoting?view=powershell-7.2
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サンプルワークフローの使用を開始する
ServiceNow Service Management Portalには、このカスタムアクティビティの使用方法を理解する
のに役立つサンプルワークフローが用意されています。

ユーザーとしてこのサンプルワークフローを体験するには、次の手順に従います。

ServiceNow のサービス管理ポータルサイトで、Citrix IT Service Management Connector > 

Services > Citrix Virtual Apps and Desktops™ に移動します。

「Run PowerShell scripts on a machine (sample workflow)」をクリックします。

ユーザー名、デリバリーグループ、またはマシンカタログ（いずれかまたはすべて）を使用し
てターゲットマシンを検索し、検索結果からマシンを選択します。

「User Name」および「Password」のフィールドに、マシンでPowerShellスクリプトを実行
するための資格情報を入力します。

「Script Content」フィールドに、マシンで実行するPowerShellスクリプトを入力します。
ITSM Adapterサービスバージョン23.7.0以降、スクリプトでパラメーターを使用できます。パ
ラメーターは ${ScriptParameters.<key>} として表されます。各キー名は、 $

{ScriptParameters.ExampleParam1} や ${ScriptParameters.ExampleParam2} などの異
なるパラメーターに対応します。

スクリプトでパラメーターを使用している場合は、「Script Parameters」フィールドに、
JSON形式を使用してキーと値のペアを入力し、スクリプト内のキーに値を割り当てます。例: 

{"ExampleParam1":"Value1","ExampleParam2":"Value2"}

「Submit」をクリックします。

例

スクリプトコンテンツ:

$processes = Get-Process -Name “${ScriptParameters.appname}”

foreach ($process in $processes){

    Stop-Process -id $process.Id

}

スクリプトパラメーター:

{"appname":"chrome"}
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最終スクリプト:

$processes = Get-Process -Name “chrome”

foreach ($process in $processes){

    Stop-Process -id $process.Id

}

このワークフローのデザインの詳細を表示するには、次の手順に従います。

ServiceNow Service Management ポータルで、左側のナビゲーションメニューで「Workflow 

Editor」を選択します。

「Workflows」タブで、「CTX Remote PowerShell」ワークフローを選択します。そのデザ
インの詳細が表示されます。
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